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令和８年度函館市政策アドバイザー意見交換会 会議録 

１ 日 時 令和８年(2026 年)5 月 22 日(木) 15:00～17:50  

２ 場 所 函館市本庁舎８階 大会議室 
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開会・挨拶 

(佐藤副市長) それでは，ただいまから函館市政策アドバイザー意見交換会を開催い

たします。皆様には，ご多忙のところご出席をいただきまして，誠にありがとうご

ざいます。私は本日の司会を務める副市長の佐藤でございます。 

本日の出席者につきましては，お手元に配付してございます名簿をもって代えさ

せていただきます。なお，隈研吾様，山崎史郎様におかれましては欠席でございま

す。 

続きまして資料の確認でございます。昨年 11 月に開催いたしました令和７年度

第１回政策アドバイザー意見交換会の発言要旨の資料と，山崎史郎様からご提供い

ただきました内閣官房「地域働き方・職場改革等推進会議」における資料の一部を

皆様のお手元に配付してございます。不足などございましたらお知らせいただけれ

ばと思います。 

本日はお手元の次第に沿って進めてまいりますが，３の意見交換会については改

めてご説明申し上げますが，前半と後半に分けて進めてまいります。前半は，昨年

11 月に行った意見交換会など，これまで皆様からいただいたご意見を踏まえなが

ら，市長の進行で意見を伺わせていただきます。10 分間の休憩を挟みまして，後半

は前半の意見交換も踏まえつつ「人口減少時代に函館が『選ばれる都市』になるに

は」あるいは「函館が世界とどう繋がるか」などの視点で，お 1人ずつご意見を伺

ってまいりたいと存じます。後半のコーディネーターは，本市のデジタル化推進に

おける函館市フェローでございます陣内裕樹様にお願いしたいと存じます。よろし

くお願いいたします。なお，意見交換会は 17 時 40 分頃の終了を予定してございま

す。 

それでは，はじめに市長よりご挨拶を申し上げます。  

 

(大泉市長) 本日も大変ご多忙の中，ご参加をいただきまして誠にありがとうござい

ます。これまで３回のご意見を踏まえまして，種々市政に皆様のご提言・ご意見を

反映させていただいたところであります。 

  挙げれば切りがありませんが，例えば空港の強みを生かした LCC の誘致，あるい

は通勤時間帯の飛行機をというお話もありましたが，力を入れて誘致活動を行った

結果，昨年，全日空のナイトステイが実現して，早朝，羽田に行く便，また羽田か

らの遅い便も就航したりですね。あとはスプリング・ジャパンという LCC が先月末

から成田便を新たに開放しています。 

それから，多くの意見を皆さんからいただいてる GX ですが，これについては，カ

ーボンニュートラルポートの計画の策定も行ってまいりましたし，それから SEP 船

の母港化が昨年決定したり，また，人材養成機関の誘致に繋げるとともに，ブルー

カーボンなどのご指摘もありましたけれども，こちらも南茅部地域の昆布・海藻に

よりますブルーカーボンのクレジットの取り組みについて着実に進めているとこ

ろであります。加えて，今年度からは GX 産業に資するための推進室というのを機
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構改革により新たに作ったところでございます。 

今後，いわゆる事務職に比べて専門職が非常に不足してくるだろうというご指摘

も受けまして，これも強みの 1つであります函館工業高等専門学校との連携を強化

していく。OB の協力会ですとか，メディアを含めた多機関の連携によって，新しい

取り組みをしているところであります。 

加えて，観光のジャンルでは，例えばニセコに向かう富裕層，これを取り込む動

きをしてはというようなご意見もありました。広域連携というのはもちろん今まで

やってますが，道南やこの周辺にとどまっていたので，ニセコやさらに北まで含む

超広域の自治体プラットフォームを設立するとともに，今年度からは新たに予算を

つけて，ニセコと函館を周遊する，そういったプロモーションの事業についても着

手をしているところであります。 

そのほか，湯の川のリブランディングによってより湯の川の魅力を高めること。

これもエリア特化型のプロモーションも去年もやりまして，今年は２年目に入って

よりコンセプトを明確化させていきたいというふうに考えているところでもあり

ます。 

最近非常にブームといいますか，高まってきているのは，歴史的建造物。これま

で保存するというのがメインだったんですが，今，活用といいますか，コンテンツ

として楽しんでもらえる取組みが大きく動き始めています。市としても，かつては

保存に対する補助金というのは多かったんですけれど，内装の改修についても補助

制度を新設して，保存から活用へという動きが活発化しているところであります。 

大きな視点では，グレーター函館というキーワードの中で，道南の宿泊を倍増し

ようというビジョンも打ち出していますし，また，これも皆さんから多く言われて

た「函館はネームバリューがある訳だから，もっともっと活用しなければならない」

というご意見も踏まえまして，世界の都市ブランドのトップ 10 入りを目指す意気

込みで取り組まなければならないというようなことも申し上げているところであ

ります。 

その他，アスリートをどんどん取り込んではというお話もありました。我々にと

ってチャンスがあったのはサッカーでした。サッカー合宿は，Jリーグが「秋春制」

に季節が逆転するタイミングでもありましたので，この函館を含む周辺は合宿の適

地だったことから，誘致に取り組んだ結果，北海道庁さんのご尽力もありまして，

３チームの誘致をこの近隣ですることができました。 

いずれに致しましても，函館は課題が山積しているとともに，逆転に向けた取り

組みというのは，まだ緒に就いたばかりでございまして，どうか皆さんの忌憚ない

ご意見を今日もいただきながら，市政に反映させていただきたいと思いますので，

よろしくお願いしたいと思います。  

 

(佐藤副市長) 続きまして，意見交換に入ります。それでは市長よろしくお願いしま

す。 
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意見交換（一巡目） 

(大泉市長) それでは，今日は二巡させるような感じで進めたいと思いますが，まず

一巡目につきましては，主に前回ご発言があったキーワードやテーマなどにつきま

して，私の方から投げかけながら，やり取りをさせていただければ，というふうに

思います。恒例といいますか，五十音順にご発言をお願いしていきたいなと思って

いるところであります。 

 

まずは，飯村委員にお願いしたいと思います。前回のご発言の中で，私としては，

気になった２つのフレーズがありました。 

既存企業の成長や後押しというようなお話があったかなと思います。既存の企業

ということについては，筆頭というか，函館の代名詞と言えるのが函館どつくであ

りまして， 「造船 ・函館」は，かつて全国に名を馳せたところであります。この造船

については，第１回目の会議で，丸谷アドバイザーからも，造船といった技術の集

積を生かすべきだというご意見もありましたが，戦後の造船不況によって，事業縮

小を余儀なくされたところでもありますけれども，今，政府が造船復活というのを

掲げて，強力に支援しようとしている中で，函館どつくも頑張ろうとしているとこ

ろでございます。地域としても，ぜひ連携をしながら，造船関連産業の振興を雇用

の拡大につなげていきたいと考えているところであります。 

あともう 1つおっしゃって頂いたのが，前回，水産業についてもっと連携といい

ますか，事業を広げていくべきだというお話をいただいたと思います。もちろん函

館の基幹産業ではありますけれども，函館の場合は昆布を除いてほとんど天然であ

るものですから，海流とか気候の変化を非常に受けやすいところがあります。漁獲

が不安定だということを踏まえて，昆布のさらなる完全養殖，それからサーモンな

どの養殖にも引き続き注力して振興を図っていきたいというふうに考えていると

ころであります。 

こうしたキーワードについて，飯村アドバイザーからまたお話を頂ければという

ふうに思います。 

 

(飯村 亜紀子 氏) はい，本日もありがとうございます。今日は函館市役所の高い

所から，アドバイザーは港の方に向かって座らせていただいて，本当に眺めのいい

所で，まさに造船とか水産業ですね，函館を代表する産業を見ながらコメントさせ

ていただきます。それで造船と水産業なんですけれども新しいプレーヤーが新しい

事業を起こすというのもありますし，あるいは，これまで地元で頑張っていらっし

ゃるプレーヤーが新しいことに取り組む，その後押しもぜひ，市役所として，市民

の皆様にもお願いしたいなと思っております。 

造船については，今，市長からもお話のあった通りで，政府全体としても改めて

造船業の重要性というのが見直されていて，国民生活や経済活動，安全保障を支え

る重要な産業であるという認識だと思います。 
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函館の造船に関しては，キーワードが３つかなと思っておりまして，１つ目は先

ほどもおっしゃったような GX のような新しい取り組みですね。今は作ってないか

もしれませんけど，ゼロエミッション船とか，先ほどお話しのあったＳＥＰ船，洋

上風力を設置するための船ですね。あるいは港全体をカーボンニュートラルポート

にしていくという話。２つ目は修繕ですね。大規模修繕ができる港というのは限ら

れていまして，今日も防衛省の海上自衛隊の船が止まっているそうですけれども，

艦艇とか海上保安庁の船の修繕。３つ目はですね人材育成，やっぱり地元に，そこ

から関連産業に入っていくような若い人材をしっかり育てて，地元で活躍していた

だくというのも大事だと思います。工業高校や高専，様々な既にある函館の強みで

ある人材育成と結びつけるというところを，ぜひ市の方にもお願いしたいと思いま

す。 

次は水産業なんですけれども，毎年暑くなっていて，函館でもクーラーを家に置

かないとという感じだと思うんですけれども，陸上よりも海の中の気候変動の方が

もっと進んでいると言われています。みんな函館に来るとやっぱりお寿司食べたい

と思うんですけれども，そういうことさえも，中々持続可能な食生活がですね，水

産業っていうのは難しくなっているんではないかと思います。そんな中で，育てる

水産業をしっかり進めていく，そこから持続可能な水産業にしていくというのが大

事だと思います。 

１つはもちろん養殖で，これは陸上養殖も含めてですね，大事だと思います。ま

た，先ほど市長がおっしゃってたんですけど，実は函館が昆布の養殖の発祥の地だ

ということで，昭和 40 年代に南茅部町で真昆布の養殖研究が始まって，それが今

に至っているとお聞きしています。ですので昆布もただ作って売るとかだけじゃな

くてですね，そういうストーリーを持っているのが函館だと思いますので，うまく

そのストーリーにも生かしながら，さっきブルーカーボンの話もありましたけど，

そういうことも育てていくのが大事かなと思います。 

もう 1つ，水産業でストーリーがあるのは，鯨ではないかと思っております。函

館にペリーが来航しまして開港したのは有名ですけれども，ペリーは何をしに来た

かというと，捕鯨船の水と石炭と食料の補給基地として日本に開港を求めた。そし

て開港したのは函館であるということで，歴史的にも函館と縁の深いものですし，

アイヌの皆さんが鯨をとても大事にしてきたという文化を持っていると。本当に余

すところなく使っているし，使ってきたし，北海道各地でも鯨っていうのは，感謝

をささげる対象として，伝統儀式になっていると思います。 

私が小学校の時に当時まだ連絡船がありまして，小学生の修学旅行って青森に行

くんですけども，連絡船に乗るとイルカがこう隣を並走していくというか，ピョン

ピョンしていくんですね。そういう意味では，ホエールウォッチングなんかも，も

しかしたらあるかもしれなくて，鯨の食っていうのもありますし，伝統文化ってい

うのもありますし，資源保護という観点からホエールウォッチングというのもあり

ます。様々な形で鯨っていうのは函館に合うストーリーを生み出せるような大事な

ものじゃないかなというふうに思っております。私からはまず以上です。  
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(大泉市長) 大変ありがとうございます。造船につきましても，ご助言をいただきま

したように，国家戦略と地方の挑戦がマッチする，とても良いジャンルだし，函館

でもそういう産業というのは数少ないところです。ぜひ函館どつくとの連携，非常

に波及効果の大きい産業ですので，地域全体で取り組んでいくよう努力をしてまい

りたいと思います。 

加えて水産については，作り育てる漁業についても研究を進めるとともに，ご発

言がありました鯨ですけれども，鯨は函館の水産関係の業界でも，今非常に大きく

期待をされています。というのは，商業捕鯨の中でもナガスクジラの商業捕鯨も始

まっております。中々こう新しい魚種のブランドを生み出すというのは難しいもの

でありますけれども，鯨を食べる文化が，鯨汁など函館は元々ありますし，鯨につ

いての新しいブランド化，業界の努力の後押しを積極的に取り組んでまいりたいと

思います。ありがとうございます。  

 

では続きまして，伊藤アドバイザーにお話をいただきたいと思うんですが，前回

のお話の中で，客船の陸電とそれからスタートアップについて，幅広くお話をいた

だきました。全部触れる時間はないのですけど，特に客船の陸電ですが，函館は今

日もちょうどクルーズ船が入ってるように，クルーズターミナルが駅前にできたこ

とで町が大きく変わりました。 

今年は 73 回の寄港を予定しておりまして，できればまだこれを伸ばしていきた

いというのが，地域の大きな願いでもあります。ただ寄港している間というのは，

重油を燃やしながら，ずっとあそこに停泊をしていることへの問題意識だと思いま

すが，先ほど申し上げたように昨年の３月にカーボンニュートラルポートの計画を

函館市が策定する中で，将来像として，再エネ由来電力による陸上給電設備の導入

ということにも，触れているところではあります。 

具体的な進捗，様々な課題もありますし，中長期ではありますが，前進させてい

きたいと思いますので，横浜での取り組みもあるかと思いますから，今後ぜひ知見

をいただければというふうに思っているところであります。 

それから，スタートアップについても今，国が一生懸命後押しをしてくれるジャ

ンルであります。その中で，京都でやっている IVS，これについても関係者・主催

者と打ち合わせ協議をさせていただきました。 

おそらく，当面京都での開催の継続というのが基本にすることになるとは思いま

すが，本体ではなくても，関連イベント的に他の地域での開催なども行っていらっ

しゃると聞いていますので，そうしたものの誘致ですとか，他のスタートアップイ

ベントについても，色々アプローチしていきたいと考えているところでありますけ

れども，改めてご助言等をいただければと思います。 

 

(伊藤 正裕 氏) ありがとうございます。伊藤でございます。スタートアップのと

ころについては，何でやるのかっていうところだと思うんですけれども，日本全国
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見てもやっぱり地元に大企業がいると，京都もそうですけれども美術館ができたり

大学ができたり，スポンサーがいるのといないので全然違います。そういう意味で

は，函館市はもちろん大きな会社様がいらっしゃるんですが，全国的に見ると，上

場大企業が何社もいてここを本拠地としているというわけでもない，というのは逆

に１つの特徴だと思っています。なので次の 50 年を考えますと，育てた方が良い

と思います。優秀な人が東京に行って起業して東京証券取引所に上場していくみた

いなことではなくて，札幌にも証券取引所がありますし，北海道で，ここで起業し

て，ここに大きな会社ができると，すごく大きいと思うんですね。 

数打たないと当たりませんので，さらに市内の人口だけで，ここにいる人達だけ

でできるとも限りませんので，交流が必要だと思います。例えば，観光的な魅力が

ものすごくある場所ですから，イベントを開催していろんな起業家さらに投資家に

来てもらって，投資家にも何か優遇できる処置・余地があるといいと思いますし，

場合によっては，官民ファンドみたいなものを作っても良いかもしれません。 

 それでどんどん投資していき，何年か重ねてるうちに，ここに時価総額数千億円の

企業が何社かできると，全然その先の 10 年は変わるんじゃないかなと思うので。

とりあえず副業的にちょろっとスタートアップではなくて，次の産業を作るための

種まきだと思っていただいて，投資をしていただけるといいんじゃないか，という

ふうに思った次第です。 

さっきのクルーズ船も一言だけ。クルーズ船，超成長産業ですね，明らかに。な

ので成長産業には投資するべきだと思います。クルーズ船で経済持ってる地域って

いうのは世界中にありますので，フロリダから，カリブ海なんかもそうですが，ど

っかモデルを選んでもいいかもしれませんね。ひょっとしたら北欧とかですね。こ

の北海道の大自然っていうテーマで観光に来るわけですから，ここが綺麗じゃない

わけにはいかないと思うんですね。なので北海道の資源を使った再エネでクルーズ

船が来て寄港した時も，ものすごく脱炭素ができててって言うと，必然的に，意識

の高い観光客が増えて，その方々の 1人当たりの使うお金の単価も高いかもしれま

せんし，高級に振れると思うんですね。高級で視座が高い北欧のような港というの

も 1つのモデルではないでしょうかと思いました。  

 

(大泉市長) ありがとうございます。未来を見据えてスタートアップ，大きな産業の

種まきという意気込みで，取り組んでいきたいというふうに思います。またクルー

ズ船，超成長産業という言葉を聞いて，やる気が高まってまいりました。モデルを

選んだ方がいいという言葉もありましたので，その辺も研究しなければならないと

思います。 

昨日，国土交通省の港湾局と話をする機会がありまして，いずれはグリーンエネ

ルギーで陸電ができるとか，そういうことによって寄港する場所を選ぶ時が来るだ

ろうというお話もありました。また，お客さんは降りても宿泊はしないとはいえで

すね，そこの消費単価を高める努力をそれぞれの寄港地の自治体で頑張ってほしい

とのことでしたので，より新しい視点から，クルーズ船の誘致とそれから経済効果
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の拡大について努力してまいりたいと思います。ありがとうございます。 

 

続きまして，大西アドバイザーにお話を伺いたいと思います。前回のご発言で，

オホーツクなどで成功事例として挙げられた MaaS，それを道南でできてないんじ

ゃないかというようなお話があったり，函館山でロープウェイの料金ぐらいしか外

からのお金を稼げてないのではというご発言があったかなと思います。 

まず MaaS についてなんですが，さらなる観光振興のために，函館市だけじゃな

くて，南北海道の周遊は欠かせないものであります。そのためにも，東北海道で推

進をされている MaaS は，道南でも上手に真似をしていきたいジャンルだなという

ふうに思っています。北海道観光振興機構さんや，道庁さんとも連携をして，前に

進めなければならないと思っているところです。 

函館山については，確かにあれだけのお客さんが来ていて混み合っているという

ことですから，新たな財源として考えています。前回もご指摘があった登山道なん

ですが，あれは北海道の管理する道道で，市の懐に入りません。我々がまずできる

こととすれば，山頂に駐車場があります。ここも大変混み合って，今は無料の状態

ですから，この山頂駐車場を有料化するなどして，財源を確保して，観光政策とし

て使っていくということも含めて，収益を上げる手段も検討したいと思っています。

改めてこうしたことなども含めて，ご意見いただければと思います。  

 

(大西 雅之 氏) ありがとうございます，大西でございます。市長様にも先ほどデ

ータをお送りしたんですけど，宿泊者数伸び率をざっと申し上げると，これは日本

旅館協会の資料なので全部の宿泊施設ではないんですが，２月の函館は 135%，イン

バウンド 156%なんです。じゃあ全道的にどうかというと，全道は 96%，インバウン

ド 98％という数字になっています。３月は函館が 122%で，全道平均が 107%。４月

は函館が 120%，インバウンド客数で 134%。全道的には 102％ということなので，全

道的には横ばいなのに，圧倒的な本当にトップの伸び率を今函館周辺ですね，これ

函館市だけでないんですけれども，大きな周遊力は函館市なので，函館市の数字と

見ていいんだろうと思うんです。本当に傍から見ていても，市長様はいろんな施策

を積極的に進められているのが見えている。それがこういう数字になって出てきて

るということで，本当に喜ばしいことだなと拝見をしております。 

観光のテーマで僕がもらいましたのは，観光 DX，主に MaaS についてと，財源の

問題なんですけど，今，市長様のお話を伺って，例えば函館山対策なんかにしても，

もうちょっと踏み込んだ政策ができないかなということを，お話をしてみたいなと

思ってます。 

まず MaaS の考え方なんですけども，今，主に中心にやってるのが観光機構とそ

れから道経連でやってます。それで道経連の発想っていうのは，割と市民 MaaS と

いうか，観光 MaaS も入るんだけども，市町村の中での循環の MaaS をすごく意識を

している。観光機構は当然，観光型 MaaS を意識している。じゃあ，これどう違う

のかっていうと，観光 MaaS だとやはり空港とかですね，JR の駅とかを核にした周



9 

遊なんです。市民の MaaS とすると，病院なんかを隈なく巡るというような，ちょ

っとこう性質が違うんです。もちろんこれ両方やる訳にも中々いかないので，一体

化していかなきゃならないんですけども。 

函館っていう場所や道南エリアを考えたときに，私は２つあると思うんですね。

まず建前的には当然，函館市だけではエリアが限られてきちゃいますので，道南全

体を網羅すべきなんですけど，温度差がなかなか違うので，いきなりそこに踏み込

んで，例えば，観光機構とか道とかが，仕組みを作った後でそれに乗っかりましょ

うということでは，やっぱり函館が一歩遅れるんじゃないかなというふうに，自分

は見ております。 

先程申し上げたように，広域観光のゲートウェイとしての函館の役割は非常に大

きいですから，道南地域が発展していくためには，函館市のリーダーシップが非常

に必要だと思います。でも，それにいきなり入ってしまうと，やっぱり遅れるんじ

ゃないかというふうにも思っておりまして，そうするとスモールスタートというか，

函館の MaaS を先行モデルとして作り上げると。函館の MaaS は観光資源，夜景，朝

市，元町，函館山，こういうものが非常にコンパクトに集積されてますから，全国

的にも最も MaaS を組み上げていく時の好条件ではないかなというふうに思ってま

す。そういう中で，函館市内の MaaS をしっかり作り上げながら，この道南各地と

ですね，連携を深めていって，温度差を埋めていって最終的に道南を一体とした観

光型 MaaS に作り上げていくというステップがいいのではないかなというふうに思

いました。 

網走市なんかでやってる時に問題点になりますのは，大手のバス会社とか，タク

シー会社とか，すぐ追従してこれます。プラットフォームを統一していく訳ですけ

ど，おそらく入っていくのはユーザーの視点から見たら，例えば Google から入っ

ていくとか，AI から入っていって「どこどこ行きたいんだけど，どういう経路がい

いだろうか」みたいな質問になっていく訳で，その中に取り込んでいただくために

は，道経連の調査では４つぐらいの基本的な要件を備えていかなければいけないと

なっています。これが大手はすぐ入ってこれるんですけど，小さい，例えば旅館組

合が走らせてるバスだとかですね，地域でやっているようなバスが，そういう情報

に入ってこられない，そういう準備ができない，それどころじゃないみたいな，運

営で精一杯みたいなところがあります。そういうのは，しっかりと市とかがグリッ

プしながら巻き込んでいく。そしてお金もかかりますから，そのための財源を作り

出していくということが重要なんではないかなと思っております。 

この MaaS は観光面だけでなくて，おそらく地域の他産業，教育，医療，子育て支

援，そういうようなものを含んだ生活 MaaS にどんどん広げていけるというふうに

も思ってますので，ぜひこれは早くスタートしていただきたいと思いますし，ゆく

ゆくですけども，新幹線が札幌まで延伸をする。そうした時には，やっぱり新函館

北斗駅を通過していってしまう方もすごく増えてくると思うんですけども，そうい

う中で，新函館北斗駅から函館の中心部，そして道南各地への，一体的な展開を今

から意識した MaaS 作りをすべきだと思いますし，それからもう少し広げると，先
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ほど市長はニセコの方までの広域のことをお話しでしたけど，やっぱりこの地域の

すごい魅力は，北東北とのネットワークだというふうにも思っていまして，青森，

弘前，秋田，こういうところとの越境 MaaS の構想も，先ほどの道南域内での連携の

会議を持つのと一緒に，北東北との会議を持っていくという方向もあるんではない

かなと思っております。 

もう１つ課題を与えていただいた，財源なんですけども，駐車場の有料化など，

そういうお話が市長からありましたけれども，混雑緩和っていうのは，環境負荷の

問題とも大きく関わってくると思うんですね。そういう時に，こういう時代ですか

ら，しっかりですね，入山料とか，環境保全の協力金の検討とかも進められてはい

かがかなというふうに思っております。 

そして MaaS がありますと，様々な事前予約とか取れますので。事前予約制とし

て，時間帯とか，繁忙時期に変動料金を導入するダイナミックプライシングを導入

するとか，そういうことをして，環境負荷のない，で，しっかりと市にも財源が入

ってくる，そういうような MaaS を作ることによって，財源を確保獲得できるし，そ

れによって，様々な市の政策にその財源を振り向けていくことができるんではない

かなと。 

やっぱり一番大きい財源は，宿泊税も１つだと思うんですけども，道も取り，道

は独自に，その全道域の MaaS に財源を振り向けるような検討もしてくれてますけ

れども，やっぱり函館市は独自の財源をそこで作っていくべきではないかな，とい

うふうにも考えております。 

今申し上げたように，そういう財源を MaaS のシステムを維持していくのにも使

う，景観を整備していくにも使う。それから交通弱者の支援等にも使っていく。こ

ういうようなことに広げることによって，より函館市の観光の魅力，それを広域に

広げていった時の魅力の拡大。これよく札幌市なんかでも議論になるんですけど，

札幌市の観光事業者は，札幌市にお客さんが来ればいいと，当然なる訳ですけども，

これだとだんだんリピーターが弱くなるんです。 

 四季によって，例えば道北ですとか，道東ですとか，道南ですとか，こういうとこ

ろで旅を拡大していく中で，リピーターがまた増えてくる。そういうことを考える

と，函館市も市だけの観光ではなくて，それを松前や弘前や，そういうところに広

げることによって，ますます函館市の観光が伸びると。こういう発想に立つべきで

はないかなというふうに思っています。以上です。  

 

(大泉市長) ありがとうございます。MaaS については，先行事例のお話を伺いまし

て，困難さについても踏まえ，研究をしていきたいというふうに思います。 

それから，新函館北斗をハブにした道南へのスポーク，それに加えて，うちの強

みでもある北東北などとの連携も考えては，ということでした。また，変動料金な

どで，環境負荷を低減するとともに，財源を獲得して，それをまた観光施策として

戻していくという考え方についても，その通りだなというふうに思います。 

しっかり考えてまいりたいと思いますので，今後もぜひ色々とご意見をいただけ
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ればと思います。ありがとうございます。 

 

続きまして，塚原アドバイザーにお話を伺っていければと思います。塚原アドバ

イザーには，ジェンダーに関するアドバイザーを別に設置をしておりまして，そち

らにもご協力をいただいて，何度もイベントにご参加をいただいているところであ

ります。 

  たまたま昨日，内閣府の政務官と函館市，宮崎と足利の三市が呼ばれて，ジェン

ダーも含めた働き方ですとか，人口減少に向けた対策についての意見交換をさせて

もらったところですけれども，うちは例えば，市議会議員の方も 27 人中９人が女

性で，北海道の中では決して少なくはない。一方，例えば宮崎はいろんな面で大変

だったと聞きました。例えば，学童保育を６時までのお迎えだったのを，去年から

７時までと方針を変えたそうなんですが，各方面から「そんなのはちゃんとお母さ

んが仕事切り上げて迎えに行けばいいんだ」みたいな意見が出たというような話が

ありましたね。 

函館で，今，塚原アドバイザーとやらせていただいているイベントの中では，本

当に問題点が次々と出てくるという状態であります。これから市民，業界，広く地

域を巻き込みながら，働き方について考えていきたいと思います。改めてご意見い

ただければと思います。  

 

(塚原 月子 氏) ありがとうございます。塚原でございます。今，市長からもお話

しいただきましたように，去年７月に一回，講演会という形。それから 11 月に対

面で双方向性のあるワークショップ型のもので，皆さんのご意見を出していただく

ような機会が必要なんじゃないかということで，セミナーをやらせていただいて，

そこで私も非常に気づきが多かったんですね。 

市長おっしゃったように，どこと比べてということではないんですけれども，来

ていただいた 20 名ぐらいでしたでしょうか。企業の方，経営層の方，管理職層の

方，若手の男性，女性の方いらっしゃいましたけれども，皆さん，悪意のある差別

的な考え方の方は全くいらっしゃらなかったんですね。なんですけれども，今，市

が進めようとされている，ジェンダーギャップの解消ということに，常日頃から問

題意識を深く持っているかというと，それはそうでもなく，自分の日常生活だとか

職場の状況と「ジェンダーギャップの解消をしよう」という取り組みと，どこにど

う繋がりがあるのかっていうのは，そんなには深くは考えていなかったわけです。

そこで, 「実は皆さんの身の回りにもこういうことありますよ，例えば，構造的な男

性と女性の賃金格差を見た時に，『男性は上の役職の人が多くて，女性はそうでも

ない人が多いとか，非正規雇用の人が多いとかなので，賃金格差があるのは当たり

前』ともし思っているとすると，じゃあそもそもなんで職位だとか，職種だとか，

立場が男女で違うのか，こういったところも考えていけるといいですよねとか，ジ

ェンダーギャップの解消ということに取り組んでいる他の自治体さんもあって，事

業者さんもこんなふうに気づきがあるそうですよ」といったような話をさせていた
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だいた中で，色々気づきがあったというお話いただきました。 

例えば，固定的な性別・役割分担への気づき，これは女性ばかりが割りを食って

るってことではなくて，中には，男性も弱音を吐けなくていつも辛いんだ，みたい

な話もあってですね。なので，お互いの問題だなというようなことも含めて，あと

は職種や職域の偏りが構造的な賃金格差につながっているとか，意思決定に参画で

きるかどうかの格差に繋がっているということに気づいたという声もいただきま

したし，あと，名もなき業務，よくメディアでも，名もなき家事みたいなことがよ

く話題になったりしますけれども，職場の場合は名もなき業務って，例えば，お茶

を出したりとか，給湯室の清掃をしたりとか，誰に業務が割り当てられてるわけで

もないんだけれども，慣習的に女性がやることになっているようなものって，そん

なに多くの時間を費やしてるわけではないかもしれないけれども，向上心が阻害さ

れるだとか，自分の時間の使い方に対する違和感だとかっていうところで，やっぱ

り影響が出てくるよねと。これって，持ち回り制にすればいいんじゃないの？とか，

誰かちゃんと係を決めればいいんじゃないの？とかいうようなお話もされていま

した。 

あとはキャリアの中断と復職ですね。こういったところに，女性本人もそうです

し，会社の側も気を遣ったり，といったところで難しさがあると。「休んで申し訳な

い」ということはストレスになったり，逆に休んでいる人の業務も一手に引き受け

る方の身にもなって欲しいって，そういう不公平感どうするんだっていうような，

非常に忌憚のない意見が出て，そういうのが出てこそ，じゃあどう解決していこう

かっていう話に繋がるのかなというふうに思いました。 

あとは女性の場合，夜間外に出て何かやらなければいけないような業務の場合に

は，一般的には安全管理上どうなんだろうかっていうような心配をするんだよと。

じゃあ男女ペアにしたらどうかと，そうすると２倍コストかかっちゃうよねと。じ

ゃあ DX でなんとか対応できないかとか，DX ってそういうところにも絡んでくるの

か，みたいな議論もされていました。ですので，非常に気づきを持っていただいた

かなということと，まだまだこういった議論を，日常的にされていらっしゃる企業

さんが少ないかなと思ったので，今は非常にラーニングカーブの急上昇中なのかな

というふうに思うので，こういったことを継続していただくというのはいいのかな

というふうに思いました。 

  ジェンダーギャップの解消ということ自体も正面から取り組むべき課題だと思

いますけれども，それだけだと自分は関係ないと思う方もすごく多いと思うので，

この意見交換会の中でも出てきた，例えば DX っていうような切り口でも，ジェン

ダーギャップの解消にものすごく貢献するし，それはジェンダーギャップの解消だ

けが目的としているわけではないので，いろんなものが絡みますよねっていうこと

で，そういうものと絡めた議論っていうのも，例えばしてみてもいいのかなと思っ

たりしています。ジェンダーギャップの解消に関しては，最近やらせていただいた

セミナーからの報告ということでお話しさせていただきました。 

あともう 1 つ，前回 11 月のアドバイザー会議の時に，おせっかい型の福祉です
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かね。例えば，ネグレクトの子供とかですね，そういったところで，本当に困って

る人っていうのは，申請するのはすごく難しいので，おせっかい型の行政のサービ

スがあってもいいんじゃないかというお話をさせていただいて，今現在，函館市の

場合は，大体出生が 800 人ということで，これがもっともっと多くなるといいと思

うんですけれども，ただ一方，今はそれぐらいの規模なので，比較的，保健師さん

が寄り添うような形で対応してくださってるよ，というようなご回答をいただいた

んですけれども。この規模だからこそできる，もっと寄り添う。市長，元々インク

ルーシブな社会をということでおっしゃっていただいているんですけれども，イン

クルーシブっていうことで言うと，本当に一人ひとりが生まれた時から，環境も違

えば，体の強さとか，教育環境とかも違うっていう中で，一人ひとり違う，その一

人に寄り添っていくとすると，市が持っている色々なデータを，個人情報保護法の

問題はありますけれども，それを活用して，市の行政側の分け目から見るのではな

くて，一人ひとり生まれてから，学校に入って育っていってという，その一人にく

っつけて，データを見ていてあげて，そこからおせっかい型のサービスに繋げてい

くみたいなこともできるといいのではないかなと思います。 

  海外では，申請させるということではなくて，行政がどんどん出てくるというよ

うなことが，例えば，デンマークとか，エストニアなんかでは，非常に進んでいる

わけですけれども，日本の場合は，なかなかそこのデータ連携の問題が大きくある

とすると，あまり先進事例がまだまだ日本では少ないんですけれども，中でも広島

の府中町では，比較的その一人ひとり，子供が生まれた時から，出生届が出てきた

ら，そこからいろんなデータを人間に紐付けて見ていって，行政サービスをしてあ

げるといったようなことが，日本の中では先進的な事例としてあるのかなと思うの

で，そういったことも視野に入れていっていただけると，市長が目指すインクルー

シブな社会ということになっていくかな，というふうに思いました。はい，以上で

ございます。  

 

(大泉市長) ありがとうございます。このジャンル，かなり副市長に色々とお任せし

ながらやっている部分があるんですが，いかがでしょうか。 

 

(佐藤副市長) 塚原アドバイザーには，昨年来から色々とご尽力をいただいていまし

て，ありがとうございます。今，おせっかい型の，まぁプッシュ型と言いましょう

か。そういう行政サービスが必要じゃないかということです。市の職員もなかなか

採用も大変な状況にありますが，保健師の専門的な知識だとか，経験，そういった

ものをフルに生かしていくことが重要。残念ながら函館市は，最近，年間の出生数

が千人を切ってまして，寄り添ったサービスを提供することによって，もう少し安

心して産んでいただけるのかな，というふうにも考えております。 

それで先ほど来，アドバイザーからもおっしゃっていただいているんですけれど

も，ジェンダーギャップ解消を，例えば経済的な効率性，例えばですけども人材確

保だとか，収益の増益につながるんですよ，ということでご理解をいただけるよう
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に，お話をさせていただいた際に強く感じたことがありまして，それは，そもそも

アンコンシャス・バイアスだとか，固定的性別・役割分担，これらの共通理解がな

かなか一致しないなというところを実は感じております。だからこそなんですけど，

市長のリーダーシップの下，私たち行政が，政策やそれから経営者も含めてですけ

ど，意識をアップデートしていく。そしてその知識をさらに皆さんに浸透し，そこ

から行動変容を促していく。こういったことを着実に積み重ねていくことが重要だ

なと思ってまして。まあ，一朝一夕にはなかなか解消できないかもしれませんけれ

ども，コツコツやっていくことが重要だなと改めて思っておりますので，引き続き

よろしくお願いいたします。 

 

(大泉市長) 私もセミナーに参加させていただいて，女性が働きやすい職場は，結果

的には全職員，全社員が働きやすい職場なんだというようなお話もあったかな，と

いうふうに思います。１社でも２社でも多く ええるししととかえくるみんとを取っ

てもらえるように，取り組みを進めていきたいというふうに思います。ありがとう

ございます。 

 

続いて，野村アドバイザーにお話を伺えればなと思います。例えば市民参加型の

イベントをやってはということを，再三ご提案をいただいて，大変力強い限りであ

ります。 

夜景の日という具体的な名前も出てたかなというふうに思います。かつて青年会

議所を中心に，大変多くの団体が協力のもとやっていたイベントなんですが，単な

る人が集まって賑わうというものではなくて，夜景は函館市民の心の拠り所ですか

ら，市民参加でアイデンティティをより高めるという意味でも重要なイベントだっ

たなというふうに感じるところであります。お役所が旗振っても，なかなか難しい

ので，地域のバイタリティ溢れるプレーヤーを探しながら，そうした夜景の日のよ

うな，都市のブランドを高めて，市民が一体となれるイベント作りも進めなきゃな

らないと感じました。 

それから，スポーツサイエンスというか，データを取れるような施設があること

で，よりアスリートフレンドリーなまちになれるのではというご提案もいただいた

と思います。先ほど，挨拶でもちょっと述べましたように，この近くで３チーム，

７月になりますが，プロのサッカーチームが合宿してくれるという。たくさんのプ

ロの選手や関係者が来るということだけでも，いろんなチャンスが訪れるかなと思

っています。この機会を逃さずに，単なる観光という話ではなく，プロチームが選

んだグラウンドが３つも集結してることは，非常な優位性であります。民間との連

携のもと，そういった施設というか，その可能性についても，研究していきたいと

考えているところであります。改めて，コメントなどいただければと思います。  

 

(野村 修也 氏) ありがとうございます。野村でございます。実は私はこの会議に

参加してから，いろんなアイデアをたくさん出させていただいていて，それこそク
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ルージングの話においても，例えば客船の中にあるカジノを有効活用する案など突

拍子もないことを色々言ってきたんですけども，実は言ってることは２つしかなく

てですね，１つは市民の方々がこのまちを活性化させようというふうに動いてもら

えるような動機付けをするということ。もう 1つが関係人口を増やすということな

んです。実は、この２つだけをずっと申し上げていまして，その例として，いろん

なことを申し上げてきたというわけなんです。 

市民の方々を巻き込んでというのは，前にもご紹介したかもしれませんが，熱海

がかなり成功した 1つの事例だと思うんですけども，市民の方々に，市がいろんな

補助を出して，市民に市を観光してもらうという，市民の体験ツアーみたいなもの

をたくさん実施したんですね。やっぱり住んでる方々が，自分たちのまちに興味を

持って，関心を持ったら，当然そのことが情報発信になっていきますし，お店に来

た外国人がどこか行きたいって言ったら，自分が行ったことのあるところをみんな

勧めるわけですね。あそこは良かった，ここは良かったと。これが非常に大きな効

果を生んだということがあるので，補助金を出しても実施する価値があると思いま

す。例えば，湯の川温泉に行くんだったら市民 1人あたり 500 円の補助を出します

よ，ぐらいの話でも行ってみようかなっていう気持ちになると思うんです。この動

機づけが，すごく大事なんじゃないかなと思います。市民の方々がみんなこのまち

をもっと楽しむというか，体験するっていう，そういうようなことをやると，まち

が活性化するし，定住率も高まりますし，また声を掛けて函館はいいよっていう話

になってくると観光も盛り上がる。それがベースにあるかなと思ってましたので，

そのことが具体的にどういう形でできるのかということをいくつか申し上げてき

ました。 

それから，関係人口の方は，国も旗を振ってましたけれども，この人口減少の社

会の中で，定住はしないけども，かなり定期的にまちを訪れて，そのまちに貢献し

たり，いろんな施設を利用してくれたり，食事を楽しんだり，観光したりというよ

うな方々を、どうやって増やすのかという話です。 

この２つをずっと申し上げてきたわけですが、そうした観点から言えば、夜景の

日というのを提案させていただいたのは両方が被った格好のテーマだったからで

す。私みたいにここの出身で，今函館から離れている者にとってみても，やっぱり，

いの一番の自慢は夜景なんですよね。そうすると，例えば子供の時に見たすごい綺

麗な夜景をみんなでもう一回灯してみようみたいな声掛けがあると，結構燃える函

館出身者が全国にいると思うんですよね。じゃあ自分も，夜景の日があるんだった

らその日に函館に戻って，自分もペンライト１つでもいいから灯してみようと思う

ような出身者が出てくれば，非常に良いことだと思います。例えば，函館東高校の

ご出身の方だったら，その時みんなで集まって行灯作ってもう一回練り歩いてみよ

うかという人が結集してみたり、あるいは，このあいだ副市長とこの話で盛り上が

ったんですが 「竹に短冊七夕祭り」と歌いながら提灯持って子供の頃練り歩いた記

憶を函館市民はみんな持ってるわけです。私は全国でやってるものと信じてました

けど，やってるのは函館だけだったので，夜景の日に合わせて提灯を持ってみんな
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で歩いてみようと声を掛ければ、集まってくる函館出身者はいるはずです。別に火

が危なければ電気でもいいと思うんですけども，それを持って，歌いながら，みん

なで歩いてみようというようなことを，どこかで結集したら，きっと力が生まれる

んじゃないかなというような気持ちがありまして，それはやっぱり函館の出身者の

人たちの心を震わせるだろうと思うんです。 

スポーツと合宿に関しましては，関係人口の得やすいものの代表格は合宿なんで

すね。私も大学の陸上部部長ですけども，やっぱり３週間ぐらいそこに張り付くわ

けです。選手何十人，何百人って連れてですね。そうしますと，１回の合宿で，私

どものようなところで，主力選手だけ連れてって行っても，数百万のお金を落とし

て帰るっていう形になっていくわけなんですが，やはり行って非常に良かったと，

結果に繋がったと，そういう成果が出ると，やっぱりリピーターになるんですね。

またあそこに行こうって形になるので。この合宿っていうのは関係人口づくりにと

って重要なやり方ではないかなというふうに思ってます。その時に先程の話と絡め

て申し上げると，それは関係人口だけの話ですよね，ではもったいないので，ここ

に市民をどう巻き込むかっていうのも一緒に考えていただくっていうのが大事だ

と思うんです。ですから，せっかくプロの選手が来るのであれば，子供サッカー教

室みたいなものをちょっとやっていただくっていうような形で，市内でサッカーを

一生懸命やってる子供達が，せっかくの機会を共有することによって，市民を巻き

込んでいく。さらに，函館出身者のお子さんでサッカーやってる人達には，特別に

その合宿期間中のサッカー教室に参加できますよ，ということにすれば，全国から

子供たちが集まるようになり、それ自体が関係人口を別な形で増やしていくことに

繋がると思うんです 

アイデアを２つの観点で組み合わせて考えてるだけの話なんですけども，要する

に，市民巻き込むっていうのは何かできることがないか，それから関係人口を増や

すことには何かできないか，いつも２つの軸を考えていくと何かこう発展が生まれ

てくるんじゃないかなというふうに考えています。 

長くなっちゃったんですけど，スポーツ合宿に関して言うと，例えば菅平高原み

たいにすでに聖地になってるところと戦っても，なかなか難しい面があるんですけ

ども，あれはもう本当にシステム出来上がってるんですね。行くだけじゃなくて，

町を挙げて，いろんなお弁当から何から全部セットできるっていうすごいシステム

が出来上がってますので，そこに対立するのはなかなか難しいので，新しいものを

魅力として取り入れることが大事になります。今一番我々スポーツ選手を扱ってい

るものが気にしてるのは，怪我をした後のリカバリーとか，あるいは普通に怪我し

なくても，スポーツした後のリカバリーって，これが今，最先端なんですね。皆さ

んももしかするとリカバリー用のパジャマとか着ている方とか，最近流行ってます

よね。そういうものが流行ってるのは，みんな何かやった後の自分の体をリカバー

するってことに目線が動いてますので，例えばデータをきちっと取って，例えば湯

の川温泉で湯治みたいな形で，怪我をしても長期間そこで治療ができるとか，その

ようなものを工夫することによって，それだったら函館で合宿しようということに
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なる。要するに選んでもらうための，尖った特徴を作るために，データサイエンス

の話とかをさせていただいていたということであります。まあそれが，唯一のもの

ではないと思いますけども，関係人口を増やす，特に合宿っていうのは非常に重要

だと思いますので，ぜひ生かしていただければと思います。ちょっと長くなってし

まいましたが、私から以上です。 

  

(大泉市長) ありがとうございます。市民を巻き込んで市民が動いていくような，そ

ういう視点と，それから関係人口を増やしていく，という両方の視点からよく施策

を掘り下げて光を当てていきたいなと改めて思いました。ご指摘ありがとうござい

ます。 

 

続きまして，長谷川アドバイザーにお話をお伺いしたかったんですが，これも長

谷川アドバイザーから何度もご指導いただいているのは，言葉としては予算を取っ

てくるのも難しいけど予算を使うのはもっと難しいんだというお話の中で，限られ

た人的資源でその人間だけではできないことが多いだろうと，中小企業庁の例など

挙げていただいて，より多くの人や機関と繋がるべきだというお話があったと思い

ます。外部ネットワークの活用については，全くその通りで，市役所の効率性もそ

うですけど，やっぱり多機関と連携しないと。函館を生かそうと自分事で知恵を絞

ってくれるようなそういう人々と力を合わせない限り，函館の進化はないなと考え

ているところです。ハブアンドスポークで繋がるだけじゃなくて，核になる人達が

自走といいますか，自発的に取り組んでくれるような，そうしたネットワークを作

っていくために，巻き込み方を考えていきたいと思ってるところであります。 

それから観光ガイド，うちもボランティアでやってる方たくさんいらっしゃるん

ですが，それももちろんいいんですけれども，プロフェッショナルでですね，単純

なガイドだけではなくて，着地してから函館を出発するまでの間を全部，ツアーを

プロデュースするような，そういう業としてのガイドを育成する，そういう仕組み

があった方がいいのではないかというご指摘を受けました。今年，予算をつけて事

業に取り組んでいきますけれども，これが来訪客を増やすだけじゃなくて，川下の

ピースになるような，新しい観光事業者の醸成に繋がることにもなってくると思い

ます。 

改めてですね，ご意見いただければなと思います。よろしくお願いします。  

 

(長谷川 榮一 氏) 今日は本当に函館市を挙げて，素晴らしいご天候で迎えていた

だきました。東京から妻が電話してきまして，函館は素晴らしいねと，普段どっち

の行いがいいか分かったんじゃないかということを答えてもいいようなことにな

りました。ありがとうございます。 

今，市長からお話がありました。もう少し具体例があった方が分かりやすいんで

申し上げたことなので，長くならないように努力しながら，話します。 

このアドバイザー会議を始めて，約２年弱経過しました。大きな刺激になれば良
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いと思っていますし，それが我々の務めです。刺激とは何か？というと，論ずると

か立案するから，動く実行することにだんだんシフトしていくことになれば良いと

思っております。 

実際，この会議とは切り離された形でも，函館市が、最近で言えばゴールデンカ

ムイで市民の皆さんと連携して，すごい成果を上げているとか，それから国際便の

増加に向けて，市長陣頭で市の職員の方も頑張って，韓国との交流も，少しずつ投

資をしているところです。必ずこれは続くと思っています。 

政府にいた身からすると，最近驚いてることは，中小企業庁，元々、補助金が多

いんですが，必ず公金ですから，昔は、役所が地方局も含めて審査したのです。今，

審査を外注してるんですね。役所の審査容量を上回っているわけですが、補助金も

出しすぎなんだと思います。さらに、現在、議論されていることを見ると，これか

ら政府からの給付がどんどん出てきそうです。では、誰が実際に給付の事務をする

のだろうか？間違いは許されないですし、給付事務は国の機関だけではできません。

都道府県だけでもできませんから、おそらく市役所、つまり皆さんのところにお願

いすることになるのでは、と思います。いろいろな財政制約で一定の金額の中でや

ると思いますが，給付の仕事が増えていきますね。資金の給付は社会保障分野のも

のが多く、欠かせません。おそらく観光振興や経済振興よりも優先せざるを得ない。

そういう意味で、中小企業庁の定員が 200 人と申し上げたのは，その中でどういう

工夫をし，追い込まれながらも，仕事をしてきたかということを一例で申し上げた

かったわけです。いろんな市も含めて，もちろん市議会も含めて，この給付という

こと，多くの方が賛成しているようですし、賛成が多ければやるのでしょうが，私

は、給付の事務処理が大変だと思っています。 

それが前提にあった上で，もう１つ，私の発想は，もちろん函館市の素晴らしい

ビジョン，将来像が大事なんですが、今，足元で収入を増やす，富を増やす，稼ぎ

を増やすということがもっとできることに意識を強めるべきだと考えます。それは

市役所の方が市民の方に代わって稼ぐとかではないですし，また、それは良くない

ことです。いろんな意味で。これは理由を述べるまでもないと思います。 

そういう意味でですね，観光と申し上げたのは，昨年，状況が許したものですか

ら，妻とウィーンとブダペストに旅行に参りました。私の妻，音楽が好きなもので

すから，ウィーンでベートーヴェン，それからブダペストでリストというような大

作家の歴史を辿って観光を楽しみたいと。当然ですがウィーンはドイツ語です。ハ

ンガリーもですね，英語は必ずしも通じない。仮に英語で言われても僕らも分から

ないから，長いハプスブルク家の伝統であったり，ハンガリーの議会ないしは東ロ

ーマ帝国の残っている影響もあるということで，ガイドを頼みました。ウィーンで

は日本人の方でした，音楽家の方。ユーロが高いっていうこともあるんですが，両

方とも大体一日６万円なんです。しかし、高いから雇わないという選択は我々には

ないんです。それはその街を訪れ，その街の歴史に触れ，文化を楽しみ知る。そし

て日本に持ち帰って，自分の趣味・レジャーの世界を豊かにしたいという選択をし

ているわけです。ですから，さっきのガイドというのは，ガイドというサービスが
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特別に良いし、必要だという例として申し上げています。 

函館観光の魅力を否定する者は誰もいません。今朝も国際ホテル，満席でした。

美味しいものもある，いろいろな方がツアー旅行で周る。しかし，たぶん何人かの

観光客にとってみると，函館に滞在して，あるいは大沼にも行って，あるいはニセ

コかもしれません。そこで楽しみたいこと，あるいは興味を持ってその興味を広げ

たいこと，深めたいこと，色々あると思うんです。通訳は、そういうような方のお

手伝いをして、地元の方ができるサービスの価値をそこに付与するというものです。

サービスに価値をつけたら料金が上がる，これは当たり前なんです。もちろんその

料金が高いと言ってお客さんにならない選択も向こうの自由なんですが，私はその

函館の持っている様々な資産，価値，これを観光においてビジネスにしていないの

ではないか。その余地がもっとあるのではないかと思います。 

そうすると，そこで単に，日本の来訪者も含めて，観光からお金を落とすという

ことを超えた価値を作る。そういう意味があると思っていまして，そこをビジネス

にできないか。そうなってくると，これは市役所でない民間の主体が出てきて，そ

ういうビジネスをオーガナイズする。そういうことに長けた，あるいは興味がある

方に，函館にその間来てもらってもいいと思います。１年居なくてももいいと思い

ます。そういうビジネスを育てることが，今やろうとしているスタートアップです。 

スタートアップには色々あります。そこでは学生あり，引退した方あり，主婦あ

り，です。小さいものだけではないんですね。それは既存の事業の延長でもいい，

拡大でもいい。さらには大企業が分社をしてもいいと思います。それらを担う人と

して，函館から全国に一旦お出になった方，中にはやはり函館で仕事をしたい，戻

りたい，仕事全体の半分でいい、様々な方がいると思います。これら人々も関係人

口になる可能性もあります。それらのサービスを 1つにまとめる上では，価値を高

めるという自分の技と誇りがあり，同時にそこに収入が発生する。そういうことを

できる，あるいはする事業体を作らないか呼びかける，そしてその立ち上がり段階

を補助する。これを市がやっても良いと思います。それを申し上げたくて，該当例

を挙げました。他にも色々あるのですが，後ほどまた触れたいと思います。  

 

(大泉市長) ありがとうございます。サービスの価値を向上させるということを中心

にして，そこにＵターンやスタートアップ，また事業体を作るとか，様々なことが

ぶら下がってくるというお話だったと思います。函館は，まだまだ新しいサービス

の価値を作れる街だというふうに思います。アンテナを高くしてまいりたいと思い

ますので。今後ともご意見をいただければと思います。ありがとうございます。 

 

続いて，丸谷アドバイザーにお話伺えればと思います。様々なご意見をいただい

て感謝をしております。その中でも，もっと観光の予算を自信をもって増やしても

いいだろうし，  宿泊税など）収益を得て，お金を回す仕組みという視点での言及が

あったと思います。先ほど，大西アドバイザーのところでも言ったように，市外か

らの収益を得て，それを原資に観光施策を投じて，来訪者を増やして，また市外か



20 

らの収益を増やすといったような，この成長エンジンというか好循環。これを実現

していくために，それぞれのプロセスにおいて，今後も積極的にまた計画的に施策

の推進を進めたいと改めて考えているところであるいます。 

また，先ほどもちょっと触れましたが，歴史的建造物，これをコンテンツと繋げ

るのはどうかというようなお話もあったかなというふうに思います。今いろんな動

きが出てきて，そういったものを目当てに来てくれる方が増えているところであり

ます。古民家を使うみたいなのは，いろんな町にあるかもしれませんが，例えば，

和洋折衷の建造物は，オンリーワンに近いものではないかと思います。大事な都市

ブランドだと思いますので，ご助言を生かしながら，これからも進めてまいりたい

と思います。 

もちろんこれに限らずでよろしいんですが，改めてコメント等をいただければと

思います。 

  

(丸谷 智保 氏) 丸谷でございます。先日，EU の大使が札幌に集まる，２０カ国以

上ですね，集まる機会があって，そこに参加したんですけれども，私スペインの名

誉領事なんですけども，スペイン大使が隣にいて，向かい側がオランダ大使の夫妻

だったんですよ。ちょっと話してたらですね，会の始まる少し前に，北海道に入り

ましたと。函館に入ったんですね。たぶん新幹線で来られたんですけれども，函館

に入って函館でレンタカーを借りて，それから知床へ行った。たぶん 700 キロぐら

いあるんです。そして札幌に戻ってきてるんです。つまり彼らにしてもやっぱり北

海道の玄関口だと思ってるんですよ，函館を。そのくらい北海道観光の中心だなと。

端っこにありながらですよ，中心なんだなっていうのは改めて感じたんですよ。今

市長お話あったようにですね，例えば札幌市と比べてみると，入り込みは圧倒的に

向こうが多いですけど，見るもの何もないんですよね。ご承知の世界３大がっかり

の時計台を見て，あとクラーク銅像行って写真写したら，もう終わるんです。でも

函館はいっぱいあるじゃないですか。いろんなものがあって，まあハリストス正教

会なんか僕好きなんだけれど，そこからまた景観もいいと。様々な近世の歴史があ

る。これ意外と良くてですね。古い古い時代の歴史からさかのしる街は，古都と言

われる街はたくさんありますけれど，意外とその実話があって，ものがしっかり残

っていて，現存していてっていう街は，意外と少ないなっていう気がするんですね。

もう１つは，やっぱり大火があったことによって街並みが整備されて，それが景観

にも繋がり，夜景の特徴的な形にもなっていると。そういう意味では，非常に稀有

な観光都市だなというふうに思います。 

2025 年のブラタモリですね，色々紹介されてましたけども，例えば五稜郭にまつ

わる歴史とかですね。あの形ですね。これは知ってる人は当たり前の常識なんだけ

れども，多くの方は知らないと。あるいはハリファックスとその姉妹都市は五稜郭

繋がりだとかですね。そういったことは意外と知られてない。あの形が何で防御上

完璧な形なんだろうとかですね。例えばそこに櫓を建てちゃったんで標的にされ易

かったとか，色々昨日のことのような歴史上の実話と，その遺構が残っている。そ
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れがまた新たにリノベされて，観光資源にもなっている。あるいはホテル化されて

いると。こういうすごい都市だし，そしてそこに港があり，食があってですね。ま

あ，改めて私から言うのもなんですけども，本当にオランダ大使夫妻が最初の北海

道の入り口に選んだ都市なんだなというふうにつくづく感じる次第です。  

  この会の最初の時に，市の方から色々ご説明をいただいた，やっぱり財政の問題。

今後，いわゆる公共福祉を中心に，どうこの人口減少の中，高齢化の中で，どうこ

れから描いていけばいいのかと，そういう話が最初にあったと思うんですね。随分

そこから前へ進んでいったなというふうに私は感じてるんです。今，市役所に求め

られてる新しい形というのがあると思うんですね。やっぱりこれまでは税収が入っ

てくる，それをどういうふうに貴重な税収を使っていくか，あるいは配分していく

かと，こういうような仕事から，税収が上がる仕組み作りですね。税収が減ってい

く中で，税収が上がっていくような仕組み作りを，市役所として求められているの

ではないだろうか。市役所が稼げって言ってるんじゃないですよ。その税収が上が

る仕組み作りを市役所に求められるような時代なんじゃないかと思うんですね。そ

れが配分されて，やはり財源として足りなくなっていた公共性の高いものに配分さ

れていくような，そういう高齢化社会時代における，市役所のあり方とか，税の循

環の仕組み作りって言いますか，それが大事なのかなと。その中に観光があるし，

函館はやっぱりそれが一番強いだろうと思うんですね。 

これも最初の頃に申し上げたんですけども，例えば私どもが新しく建てた函館ベ

イのお店はもう既に道内でトップクラスの売上げのお店です。その時に申し上げた

とおり，７割は観光客，つまり会員ではない方の売り上げで成り立っている店なん

ですね。もちろん住んでる方は，我々にとっては重要な固定客なんですけども，そ

の動いてるお客さんですね。移動して来るお客さん，またどこかへ移動されるかも

しれないという，そういう方々が落とすものっていうのは非常に大きいので，あの

時もたばこ税の話をしました。大泉市長が掲げられている 1,000 万人，これはグレ

ーター函館地域ということなんですけども，例えば 1,000 万人泊でたばこを２箱買

って，あんまりたばこの話すと印象良くないんですけれど，私はたばこ吸いません。

一番税収として分かりやすいので申し上げるんですけども，1,000 万人泊で泊まっ

てる間に２箱買ったとします。ざっくり 600 円 1 箱）です，そうすると 120 億円

ですね。だいたい 15%が喫煙率ですので，15%が買ったとしても 18 億，その 22.6%

が市に落ちるわけですね。たばこ税のうちの 22.6%が市に落ちる。そうすると，こ

れだけでも 4 億円ぐらい税収になる。例えば今 500 万人はいるとして，500 万人増

えたとしても 2億円の税収。たったそれだけで税収になる。 

先日，あるたばこメーカーと電話して「ご当地たばこってできないんだろうか」

「函館市でしか買えないとかっていうようなたばこをできないのかな」と。うーん

って言ってましたけど，これができたらすごいですよね。別に推奨するようなこと

じゃなくて，観光資源として考えたんですけど。昔，ゴールデンバットっていうの

があって，うんと昔，函館でたばこを作ったんですよね。日本たばこの工場があり，

たばこ農家もたくさんあったんですけども，函館に来るとなぜか全国で品薄のゴー
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ルデンバットを買えるっていうんで，わざわざそれを買いに来る人たちがたくさん

いたんですよ。たばこを例にあげるとですね，あまりメディアの受けも良くないか

もしれないし，時代にはそぐわないかもしれませんけれども。例えば，今たばこを

吸う人がすごく困ってるのは，吸う場所がない。日本たばこ産業は，金を出して公

園に煙の出ない装置の喫煙所を置く。我々のお店には全く煙の広がらないような設

備を JT がお金をかけて入れてるんですけども，例えばそういうものを置くとかで

すね。税収というのは，いろんな形で仕組みづくりができるんだという 1つの例で

す。ご当地たばこは難しいかもしれないんですけれども，色々ですね，どういう税

収の仕組みを作るかっていうのは，市役所の方，皆挙げて考えていくと。 

例えば，そのほかグレーター函館で考えて，近隣の農協との連携において，農協

を観光とか食の輪の中に取り込んでしまうと。もちろん一部の農家さんは，そうい

うことをやっておられると思います。私どもは函館から新幹線物流ってやってます。

朝もぎのトウモロコシを新幹線で運んで，東京駅とか，品川駅の JR 系コンビニで

売るんですね。ものの 40 分で売り切れます。でもこの朝もぎのトウモロコシは，残

念ながら伊達から運んできてるんですね，函館まで。伊達から函館までの時間と，

函館から東京駅までの時間って，ほしほし同じぐらいなんですね。なので，こうい

うものを近隣農家，農協と連携して，グレーター函館の食と観光資源の中に取り込

んでいくというのも 1つ大きいと思いますし，さっきお話あった乳製品なんかもで

すね，これ飛行機で運ぶと，飛行機の座席の下が空いてるんです。空洞なんですね。

僕ら稚内空港から牛乳を沖縄に運びました。値段はそんなに高くならずに運べるん

ですけども，こういうようなことをしてですね，わずか何トンしか運べないかもし

れないけれども，これ大きな食と観光の宣伝になる要素になってるんですね。そう

いうふうな，いろんな仕組みを作りながら，人を動かしていって，そこで動いたこ

とによって税収が上がる。今までは定住していることからの税収ですけども，それ

が減ってきてるんであれば，動くことによる税収アップの方法ですね。それはやっ

ぱり持ってる仕組み，函館が持っている大きな魅力だと思います。 

それから港ですね。政府の開発した様々なインフラの中で，地方都市の港とかで

すね，あるいは地方都市におけるエアポート，巨大なインフラ投資してるんですけ

ども，有効な活用がまだされていないものがある。非常にもったいない国家投資だ

と思うんです。先日，十勝港の利活用のシンポジウムに呼ばれまして，講演しまし

たけれど，十勝港の利活用を組み立てることは，非常に難しい。ところが函館港は，

非常に僕はよくある港だなと思い，昔は水産の基地でもあったし，どつくもあるし，

それからクルーズ船も入ってくるし，物流でも青函の物流が使えるしですね。非常

に大きな魅力だし，観光としても港のある都市の観光資源としては，非常に大きな

ものがあるかなと。それから函館空港ですね。地方空港としてはよく使われてる方

ですけど，まだまだペイはしてないと思うんですけれども，これをどんなふうに利

活用していくかということも大きなポイントだと思います。 

最後になりますけど，観光やっぱり大きいと思うんで，食も含めてですけども，

市役所の方が全員観光大使みたいな，そういう覚悟を持って取り組めばですね，も
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のすごく，足りない税収が復活できる。そんな力を持った魅力ある都市だというふ

うに思っています。以上です。   

 

(大泉市長) はい，ありがとうございます。観光をはじめ，人が動くことで税収を増

やしていく仕組みについては，しっかり考えなければならないというふうに思いを

新たにいたしました。そのためにも観光で訪れる人を増やす，泊まる人を増やす，

ということをやり始めてるんですが，目標として道南で 1,000 万人泊を目指したい

ということで，道南の 18 の市町長と連携をしてます。実はこれは，丸谷アドバイ

ザーから，大きな目標を持ってやるべきだというご助言をいただいて，こうした

1,000 万人泊という目標の設定を，今，道南の首長たちと共有をしながらやってる

ところであります。訪れる人を増やし，これによってより収益を上げ，またそれを

事業予算として地域に投じ，さらに来訪者を増やす。このように観光を回していく

ような，フライホイールのような，成長の好循環をしっかり実現していきたいとい

うふうに思います。市役所全員，観光大使，この意気込みで頑張っていきたいと思

います。ありがとうございます。 

一通り，お話を伺ったところではありますけれども，また２巡目でお話を伺いた

いと思いますが，ここでちょっと十分休憩を取りたいと思います。では 45 分を再

開としたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  

････････････････････････････････（10 分休憩）････････････････････････････････ 

意見交換（二巡目） 

(陳内フェロー) 皆さんお疲れ様でございます。陳内裕樹と申します。今，函館市フ

ェロー，デジタル部門のアドバイザーというお役をいただいてまして，最近，最高

AI 責任者，AI を使って函館の未来を考えていく責任者に市長自ら就任をされて，

私はその補佐官のお役もいただいています。AI 時代だからこそ，本日のような会議

がより重要になってくるというのは世界的な状況でございまして，AI はあくまで

人間の代わりを考えるという技術がすごい発展をして，どんな人間よりも優秀な頭

脳，世界人類のデータ蓄積をするんですが，やはり対面だからこそ，リアルだから

こそということで，今日のように函館市の幹部の皆さんとアドバイザーの先生方が

集まって議論をするということの価値が重要だと思っています。 

先ほどの 1巡目の議論，一通り大泉市長自ら進行役を務められて，前回の議論を

含めこれまでの議論を振り返りいただいて皆様から意見をいただいたところで，こ

れから２巡目の意見交換の時間としたいと思います。 

最近，AI がすごくて，私自身がびっくりしてましてですね。さっき移動中の飛行

機の中で，本日の資料を Google の NotebookLM という安全な状態でバイアスがかか

らない，読み込んだ資料の中でしか働かない AI なんですけど，読み込ませて資料

を作ってみました。 「函館の羅針盤，人口減少における都市戦略」ということで，今
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日のお題は「選ばれる都市になるために」ということと，「函館がこれから世界とど

うつながったらいいか」ということで，それぞれ先生方ですね，もしアイデアがあ

ればご発言いただければと思います。前回までの振り返りの議論を一通りしたんで

すけど，皆さんの意見聞きながら，言い足りなかったことも含めてですね，自由に

ご発言をいただけたらと思います。 

 AI で作成した）資料を見ると，皆様方の前回のご発言要旨みたいなところも含

めて，お名前であるとか，分科会のまとめみたいなことも全自動で作ってくれる時

代になりました。従来の観光モデルから，前回の議論ではアドバイザーの先生方の

ご意見が立体的に提案されたという，まとめを図式化しています。AI はまとめがで

きるんですけど，今までのデータがないところから生み出す力というのは，まだ備

わっていないところがあるので，今日このフェーズ２の議論，私，陳内が進行とい

うか，皆さんにご発言いただく合いの手を入れさせていただきながらというふうに

思います。よろしくお願いいたします。 

今から 1時間で，飯村さんからお話をいただこうと思うんですけども，目安とし

てはお 1人 7分ぐらいのイメージで，自由にご発言をいただけたらと思います。先

ほどの 2つのお題についてご発言いただければと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。それでは飯村さん，２巡目よろしくお願いします。 

 

(飯村 亜紀子 氏) ありがとうございます。選ばれる都市，それから函館が世界と

どうつながるかということで，野村先生がいつもおっしゃってる関係人口というの

を考えました。私からは 2つコメントしたいと思います。 

1 つは教育だと思います。今日は出てきませんでしたけど，これまでの会でも度々

言及されていたと思います。先ほど出生数が年間 1,000 人を切るぐらいということ

でしたけれども，第 2 次ベビーブームの頃には 4,500 人ぐらいだったと思うので，

ものすごく減ってると思います。その中で，函館には歴史と伝統と実績のある学校

がいっぱいありまして，中高一貫校など経営自体も厳しくなると思うんですけれど

も，そういったところが，例えばインターナショナルスクールになると，すごく世

界ともつながるし，それ自体を選ぶ日本の親御さんたちも多いんじゃないかなと思

います。もちろん私立の学校なので，市が直接できることは限られているのかもし

れませんけれども，学校の経営自体を考えるときに，後押しをすることができるん

じゃないかなと思っています。 

例えば，広島県の離島で大崎上島っていうところがありまして，新しく県立の中

高一貫校を設けて，国際バカロレアの教育をしていて，すごく評判が良く，ようや

く最近，卒業生が出てきたぐらいだったと思います。それから，私立の金沢工業大

学，石川県の金沢市から車で 1時間ぐらいの必ずしも交通の便がいいとは言えない

ようなところなんですけれども，ここで国際高専を教えています。全部英語で授業

してるんですけども，アジアの理系のことを英語で学ばせたいような意識の高い親

御さんが，お子さん達を預けてる。こういったことも 1つヒントになるのではない

かと思いました。 
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2 つ目は植樹なんですけれども，一回，観光に来るだけじゃなくて，何度も来て

関わってもらおうと思った時に，自分だったらどうするかなと思ったのが植樹です。

ブドウは桔梗町にワイナリーができて，毎年植樹のイベントがあるというふうにお

聞きしてます。桜でできないかなっていうのは，私のアイデアです。もちろん五稜

郭公園だったら一番いいと思うんですけど，文化財保護法の関係で難しいんじゃな

いかという話も聞いたことがあるので，例えば，海の見える八幡坂とかですね，そ

ういう他の皆さんが行くような，しかも法律の制限がないところに，函館市民だけ

じゃなくて，例えばクルーズ船で来た人が桜を植えていくと。そうすると何年かし

たらまた見に行きたいということも仕掛けられるんじゃないかなと思いまして。で

きれば五稜郭公園ですけれども，もっと函館市の各所に，例えば桜を植えるという

ことを，観光客の方にもやってもらう，そして何度も来てもらうっていうのはいか

がかなと思いました。私から以上です。  

 

(陳内フェロー) ありがとうございます。教育と植樹という新たな切り口，参考にし

ていただけたらなというふうに思いました。ありがとうございます。 

続いて，伊藤アドバイザーお願いいたします。  

 

(伊藤 正裕 氏) 人口減少時代に選ばれる都市になるためには，儲かるしかないん

だと思います。経済しかないと思います。最初から最後まで儲かると人は集まりま

すので儲けなきゃいけない。函館市に今ある資源で何が一番儲かるのか，いわゆる

投資対効果 ROI）が市として何が高いのかという整理が必要だと思います。 

土地とか産業のインフラとかいろんなものを見ると，やっぱり観光の伸び代が一

番高い，ブランドもある，と言う意味では観光なんだと思います。ということは観

光客を増やさなきゃいけません。外から人の往来人数を増やしていく。その人数を

増やすことによって，その質を上げて，その人たちになるべく多くのお金を落とし

てもらわなきゃいけない。来るために，もちろんコンテンツを作らなきゃいけない。

ここからが えにわとりたまごと問題でぐるぐる回っちゃうと思うんですね。なので，

やはりできることからやらないと，ずっと構想だけ練っててもたぶん何も起きない

ので。 

僕，ニュースで見て面白いなと思ったんですけど，ユナイテッド航空がサンフラ

ンシスコから新千歳に今年の 11 月から直行便を飛ばすと。787-9 ですね。300 人ぐ

らいの飛行機が 4カ月ぐらい，直接サンフランシスコから飛ぶんですよね。さらに

調べてみると，シンガポールからも冬は新千歳へ飛んでいます。そのお客さんの目

的は札幌じゃなくてニセコとかルスツとか，なので市長が冒頭におっしゃっていた

とおり，ここから行くのもプラス 30～40 分かかるのでちょっと考えなければなり

ませんが，函館空港は 3,000m の滑走路を持っていますので，同じ飛行機が降りら

れるんですよね。例えば 3年後にシンガポールと米国から冬の期間だけでもいいん

ですけれども，直行便が来るとなったら，たぶんグローバルホテルも入りますね。

ヒルトン，マリオットできますよね。ヒルトン，マリオットができるとなると，も
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っともっと観光にちなんだ人達が入ってきて，いろんなコンテンツメニュー作って

くれて，必然的に旧市街地を観光地にしたりとか，ちょっとしたトレッキングやっ

たりとか。私，個人的にはずっとスケート場面白いと思うんですけどね。スキーも

珍しいんですけど，スケートも珍しいですからね，シンガポールに住んでたら。シ

ンガポールでせっかくモンクレーのジャケット買って，シンガポール国内で着れま

せんから寒いところに行こうと思った時に，必然的に北海道になって，その時に全

部デフォルトで富裕層がニセコに行ってるのはもったいない。ここを踏んでから行

ってもらうというのもありだと思います。 

そういう意味では，今一番たぶん伸ばせるのが観光で，クルーズ船もしかり，空

港もしかり，港と空港を使いながら３年後・４年後の目標を立ててしまって，これ

を直行便が来るようになるんでと，ホテルを誘致することもできるんじゃないでし

ょうか。これが一点目ですね。 

ただ，これって短期的です。ハワイでもワイキキビーチ散々飽きた日本人が他に

行くようになりました。ニセコの次を探す人もどんどん出てくるでしょう。そうい

う意味では，本質的にここにどんどん産業が，ここを本拠地とする大企業を育てる

べきだと思います。そこがベンチャーでいいと思います。ベンチャーもいいんです

けど，誘致でもいいと思います。中小企業の誘致で思い切り育てて，急成長・高成

長率のところを呼んできてもいいでしょうし，全くゼロから作ってもいいいと思い

ます。 

今，この瞬間ですから，この先，株価とか時価総額とか分かりませんが，私の会

社，5年前に作った会社でございまして，昨年 12 月に無事上場することもでき，現

在，時価総額で 5,000 億弱ぐらいまで来ております。スタートアップのいいところ

というのはですね，本当にフィットするとすごく大きな会社が短時間で作れます。

なので，そういった急成長産業をうまく誘致する。日本の将来考えると，観光とか

ホスピタリティーとかそういった選択と集中で企業を誘致してもいいのではない

でしょうか。つまり今から函館を思いっきり観光で伸ばすんだということで企業誘

致をして「本社こっちにしませんか，いろんな優遇つけてあげるので引っ越してき

ませんか」と。ここで一緒にホテル作って，一緒に国際線バンバン飛ばして，スロ

ットから考えたら，数万人単位で１シーズン観光客を呼び寄せられますので，船も

入れたらもっとですから，一大観光地作るので観光系ベンチャー一緒にやりません

かというのも，１つの手ですよね。 

なので，世界とつながらないと儲からない，儲からないと人口減少時代に選ばれ

ないというのが，私の考えでした。  

 

(陳内フェロー) 伊藤さんありがとうございます。先ほどスタートアップのお話もあ

りましたけど，さらに世界とつながる，ユナイテッド航空の千歳のお話を交えなが

らお話をいただきました。選択と集中，そういうキーワードですね。ありがとうご

ざいます。まさに第１回目にお話をいただいたことに加えてということも本当にあ

りがとうございます。具体的にお話いただきました。 
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大西さん，ぜひこれまでの議論とですね，しかも世界とどうつながるかというこ

とを含めた観光財源についてもプロフェッショナルでいらっしゃると思います。先

ほどのお話に関連してもしなくてもいいんですけど，さらなるご提案をぜひお願い

したいと思います。  

 

(大西 雅之 氏) このテーマを最初に見た時に，ちょっと横道にずれてしまうかも

しれないんですけども，今，市長とか市の幹部の皆さんおられるわけですけど，函

館の観光の現状をどういうふうにご覧になってるのかなというふうに思うんです。

先ほど申し上げましたのは，宿泊人員，あれだけ伸びてます。札幌市がですね，ど

んどん伸びて，ホテルがどんどん建った時に，黒字のホテルが無くなるぐらいまで

行きました。その結果どうなったかというと，もうずいぶん昔ですけれども，大手

ホテルが 3500 円ぐらいで泊め始めたんですね。たくさんの地場のホテル潰れまし

た。函館もこれだけホテルができるということは，やはり魅力があるからなんです

けども，自分は日本旅館協会の会長をコロナの時に務めておりました。恐ろしいデ

ータがその頃出ましてね，4 割が債務超過に陥っていました，ホテルのですね。特

に沖縄なんか酷いんですけれども，沖縄もクルーズがどんどん来て，ホテル悪くな

りました。僕は，今，逆説的な話を少しさせていただいていて，今，函館は勢いも

あるし，伸びてるし，魅力もあるし，だけれども，同時に今の既存の観光事業者が

しっかりと経営が成り立っているかというのも，市の視点としては必要なんではな

いかなと。市全体として盛り上がっていればいいということでもあるんだけども，

ゆくゆくはそれが大きなダメージになるだろうと。 

1 つは函館って朝食が有名なんですよ。あんなおいしい朝食が食べられる街はな

いっていうふうなことになってるんですけど，あれがどのぐらい経営圧迫してるか

という視点はお考えになったことありますでしょうか。僕は相当厳しく経営を圧迫

しているだろうなというふうに見てますし，それこそ AI なんかに聞くと「価格競

争の海の函館」って出てきます。そういうような観点もぜひ持っていただきたい。 

それで，市長からすべてをコーディネートするようなガイドさんの話が出てきま

したけども，やはり高付加価値の旅に必須なことなんですよね。ですから，富裕層

という言葉はあまりよくないかもしれませんけども，高付加価値なニーズに合わせ

て函館の観光を再編していくような，そういう視点が必要なのではないかなという

ふうに思っております。それは，この地域が持っている，本当に魅力的な歴史や文

化，食。こういうものを本当に生かせるような旅を作っていかなければいけないと

思います。 

そうすると，先ほどの伊藤さんもおっしゃってましたけど，今，この街に世界的

なハイブランドのホテルがまだないって言ったら，語弊があるかもしれないけれど

も，マリオットさんいますけども，あそこは宿泊特化型のホテルになってます。ニ

セコと組むんであったら，ニセコのお客様達が満足して泊まれるようなハイブラン

ドのホテルの誘致なんかも考えるべきだし，実は観光温泉にだいぶ前に話がありま

した，マリオットが来ると。僕は観光協会長をしているんですけども，賛成します
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と，その代わり普通のマリオットは来るなら私は反対しますと。６つのマリオット

のハイエンドブランドが入ってくるんだったら，全面的にまちとしても協力します

と。それは価格のバッティングがないんですよね。今は，ザ・ラグジュアリーコレ

クションの建築が始まってきているんですけども，そこら辺だと 15 万円以上です

ので，地域の宿泊施設とのバッティングが少ない。そういうものが来ることによっ

て，トップブランドのある観光地になっていくということで，別に世界のハイブラ

ンドじゃなくてもいいんですけれども，本当に湯の川の歴史ある料亭旅館，こうい

うものがしっかりとしたビジネスになる，そういう街を目指していただきたいなと

思いました。 

人手不足が我々の業界は深刻なんですけれども，これは 2つありまして，やはり

高付加価値な宿泊を取ることによって給与水準を上げていけるというのが1つあり

ます。もう 1つは，外国人の採用なんですけれども，今の政権とか世論も外国人は

あんまりもうこれ以上入れたくないような話なんですけど，観光業にとってはいろ

んな国の方が働いているという方が世界のお客様を迎え入れるのに適していると

思いますので，そういうことを推進するというか，サポートするような政策もぜひ

考えていただきたいなと思っています。以上です。 

 

(陳内フェロー) ありがとうございます。観光政策ですね。実業で実際にやられて

いらっしゃる大西さんならではのご意見をたくさんいただきました。現状把握を

しながら戦略的にどう誘致していくか。メリハリというかですね，そういうこと

が必要なのかなというふうに思います。函館らしさを生かしながらということな

んだというふうに思いました。ありがとうございます。 

次に，塚原アドバイザーよろしくお願いします。 

 

(塚原 月子 氏) はい，ありがとうございます。今の先生方のご意見も，本当にど

れも必要なことだろうなというふうに思ってお伺いしていたんですけれども，一方

で，私の専門にしているインクルージョンといったような観点からいくと，函館に

生活のベースを置いていらっしゃる皆さん一人一人が幸福で満足度が高いという

状態じゃないと，選ばれる都市ということでもないんじゃないかなというふうにも

思っておりました。 

先ほど野村先生が，市民による活性化のための動機づけということを 1つの軸と

して，いろいろとアイデアを出してこられたという話で，本当にそうだよなぁと。

私が言うまでもないと思うんですけれども，函館市は本当に魅力的で，歴史もある

し，土地としても食べ物もすごく魅力的なんだけれども，魅力度はランキングの常

にトップの方で。市民の方の幸福度は結構下の方だということで，結構ニュースに

も出てしまってた時期もあったと思うんですけれども，そのギャップがすごくもっ

たいないなと思って。野村先生にそういう市民の方をもっと巻き込んだみたいなの

って言ったら，気風がねというふうに言われ，函館の人はそういうのは何ていうん
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ですかね，かっこ悪いと思うっていうんですかね。みんなでなんとかやるぞみたい

な感じじゃないみたいなことも伺ったんですけれども。 

これも本当に思いつきでしかないんですけれども，観光で来る方だったり，関係

人口として来てくださる方と，とはいえ，壁があって来てもらう側，来る側ってい

うふうに分かれてるのではなくて，共同体験型のものっていうのがあると，観光で

来る方とか，関係人口として函館を訪れる方が，彼らから見るとすごく魅力的に函

館が映ると。それがちゃんと市民の方にも伝わって，自信になったりだとか，誇り

になったりだとかというふうになるといいなと思いました。 

ジャストアイデアなんですけれども，私の 2番目の息子がですね，今は東京の私

立の中学校に通っているんですけれども，東京の学校って，子供に対するキャリア

教育はものすごく熱心にやっていて，修学旅行とかって，今までのものではだんだ

んなくなっていって，どこかへ行ってですね，例えばお家に住み込んでそこで色々

体験させてもらうとか，あとは有名企業に行くというよりは，手触り感のあるいろ

んなその仕事の体験ができるようなことを，夏休みの間にミニインターンみたいな

ことをやらせたりと。そういう学校ってすごく増えてきていて，まあ私立ですから，

お金を出すということなんですね。なので，先ほどの合宿じゃないんですけれども，

そういう中学生とか高校生の体験の場っていうことで，函館ってすごく魅力的なん

じゃないかと思うんですよね。 

近代の歴史もすごく充実してますし，食べ物もおいしいし，地形の特徴もありま

すし，そういう意味では，そういう関わりのある人たちを呼んでくる，誘致すると

いうようなことをして，それを迎え入れる側の誇りにも繋げていくみたいなことが

できないかなというふうに思っておりました。 

もう 1つですね。筋としてはあまり大きくないかもしれないんですけれども，世

界とのつながりっていうことで，ジェンダーという観点で申し上げると。伊藤先生

からスタートアップ，大きく育つスタートアップをしっかり支援していったらどう

かという話ありました。女性の起業家でいうと，どうしてもここにジェンダーギャ

ップがあって，女性の起業家，お金がつきづらいとか，スケールアップしづらいっ

ていうことがよく課題として言われます。 

そこに目をつけた，世界の調達する側の大きな企業と結び付けるような，サプラ

イチェーンのダイバーシティをサポートするような団体があるんですね。そういう

ところに，女性の起業家を認定女性起業家として登録をして，いろんなグローバル

の大企業，本当に名だたる企業が，購買者の側として登録しているんですけど，そ

こと結びつける取り組みがあります。その背中を押している自治体ってあんまりな

いんですけれども，例えば，函館市の女性起業家の皆さんにそういったところに登

録をして，名だたる世界の企業に調達してもらうという繋がりを作ったらどうかっ

ていう，全然これ難しいことではないので，そういったところからスケールアップ

の背中を押すみたいなこともしてもいいんじゃないかなと思いました。以上です。  

 

(陳内フェロー) ありがとうございます。世界に目を転じると，女性活躍×世界の名
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だたる企業という繋がり方，確かに視点が変わるというかですね，そんな印象を持

ちまして，具体的にそれができるということなので真似をしていけばいいのかな，

なんていうふうに思いました。あとは中高生を含めて郷土愛，野村先生もおっしゃ

ってましたけど，シビックプライドと外者の皆さんの憧れがあるので，それが交わ

ることで政策が加速するということかなという意見とお見受けいたしました。あり

がとうございます。 

では，野村アドバイザー，ぜひ未来に向けてさらなるご意見をお願いします。  

 

(野村 修也 氏) はい，ありがとうございます。一応，名誉のために言っておきま

すけど，函館市民はみんなひねくれてるって言った覚えは全くありませんので。な

んとなく，市民の皆さんが自分たちが主役だと思えない感じがあるような気がする

ので，これは仕掛けの問題かなって思っています。先ほど市長からもありましたけ

ど，夜景の日はあれだけ過去に成功事例があるので，やり方次第で盛り上がってい

く可能性があるかなとは思っています。 

今回，未来に関して言いますと 1つはやっぱり緑の島ですかね。あれをどうする

かっていうのは，やっぱり函館にとって命運を分ける大きなことになるんじゃない

かなと思ってます。あそこは大体，東京ドーム 1.7 個分ぐらいって言われていると

思うんですけど，それなりに広いです。ただ何も今はなくて，駐車場があって，広

場があるという形ですが，場合によっては，あそこに何か建物があっていうことに

なれば，それを維持管理していく方法っていうのを考えないと，結局，かつての建

物だけは作ったけども，メンテナンスが行き届かずにとんでもないことになるって

いう箱物行政に陥ってしまいます。 

それを解決する方法は，まあ，一般的に IR であって，そこに資金が獲得できるカ

ジノを設置するっていうやり方で凌いできているのが他の国のあり方だと思うん

ですけど。でもそうなると，またこれは非常にハードルが高くて，カジノに対して

は賛否が当然出てくるので，市民の中にも徹底的に嫌がる方が出てくるんじゃない

かなっていうふうにも予想されます。ただ物を建てて，そこに例えばコンベンショ

ンセンターを作るってことになれば，どうやって回していくのか考えなければいけ

ないという，非常に二律背反的な問題で，おそらくこのまま行くと，ずっとそのま

ま平行線で，島はあのままの状態かなと。ここでその一歩踏み出すことを，知恵を

出し合って考えなきゃいけないかなというふうに思ってます。 

そこで，先ほどちょっとお話をしたんですけども，現行法上はですね，我が国は

いわゆる賭博罪っていうのが刑法の中に存在してます。今，あそこにクルーズ船来

てますけども，あの中には当然カジノが入ってます。他にも，日本の中でも，例え

ば飛鳥みたいなところにもカジノが存在しています。ただ本来，あの中は，あの空

間は，旗国法主義と言って，船籍のあるところの国の法律が適用されてますので，

その国でカジノが解禁されてれば，あの中でカジノをやること自体は違法ではない

んです。 

ただ，日本に対する遠慮もあってですね，日本の領海内では，換金をしないとい
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う形になっていまして，カジノは実際上ワークしてないんです，あの中では。日本

の領海から出たところで，またカジノを再開したりとか，換金とかが行われている

という話なんですが，これはいわゆるカジノの法律の中で手を挙げて，もしここが

特別な地域として，認められれば，何もここにカジノを作るということをやらなく

ても，まずはその方々が函館に寄港した時は，特例措置が働いているので，自由に

船内のカジノがワークできるっていう状況を提供することは可能になります。それ

だけでもクルーズ船を誘致しやすくなるっていう側面があるかな，というふうに思

っています。 

これは日本全体の問題として，例えば，今まで，豪華客船の中にはカジノがある

よねってことは，皆さんよくご存知のことなので，やってみたいと思う人たちは，

当然います。そうだとすると，日本の中でカジノそのものを常設してしまうと，や

っぱりお金もかかるし，失敗した時に大変だって話がありますけど，船であれば，

接岸している時だけカジノが利用できるっていう形になるとすれば，日本中を回っ

て歩くカジノ船があってもいいわけなんですよね。 

それで，それぞれのところが手を挙げて，うちはカジノをいわば解禁するってい

う方向で手が挙がっているところを寄港して歩くことによって，例えば函館の人が

そこに乗って，例えば大阪までクルーズしていって，そこで両方の土地を楽しみな

がら，カジノを利用するっていうものがあってもいいのかもしれないな，というふ

うに思います。そういうのを提案していただくことによって，函館発の発想として，

新しいカジノ解禁策を提案する。そういう形での取り入れ方っていうのを工夫して

みることで，市民の了解も得やすくなるんじゃないかなと。そうすると，着岸して

るっていう時には，お客様として，函館の人がクルーズ船に乗って，カジノやって，

函館で降りてもいいわけなので。そういう意味では，函館の人がちゃんとしたお客

様として，カジノを利用して，その日，適法なカジノを楽しんだ後，函館に戻ると

いう，やり方もあってもいいのかなというふうに思っています。 

だから，工夫次第でどうしても対立の非常に起こりそうなテーマに関しても，知

恵を出すことで，前に一歩踏み出す方法はないかっていうのを必死で考えていただ

くことが大事なんじゃないかなというふうに思ったりしています。 

あとはですね，先ほどからも少しお話が出てるんですけども，教育機関があると

学生が来ますので，その学生たちは在学期間中は函館の住民ということで，典型的

な関係人口となります。その方々は函館の大学の出身ですとなれば，将来，何かあ

った時は，第二のふるさとのような形で，函館の町を大事にしてくれる人達を育て

ることができるので，大学というのをもう少しちょっと考えてみていただいてもい

いかなと。出てるのは，おそらく看護大学の話だと思うんですけども，看護大学の

話は色々意見があるのかもしれません。ただ，今の段階で准看護師しか取れないと

いうよりは，ちゃんとした正看護師の資格が取れるというようなところがあればい

いでしょうし，助産師は大学出ないと資格が取れませんので，そういう点では，高

度な資格が取れるという場所を函館がもし担えるのであれば，全国から学生が集ま

ってくる可能性もあるかなと思います。これはちょっと思いつきでしかないですけ
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ども，何らかの形で教育機関の誘致というのをぜひ考えていただくといいかなと思

っています。  

 

(陳内フェロー) ありがとうございます。クルーズも運用ですよね。運用の仕方，着

岸してる時の弾力的運用で，クルーズ誘致を有利にするというような戦術が取れる

ということは，私も目から鱗でした。飯村先生と同様に，教育という着眼点で未来

を作っていくというご意見もいただきました。誠にありがとうございます。 

長谷川先生，ぜひご経験に基づく，先ほどの皆様方の意見も踏まえてですね，未

来に向けて，お願いいたします。  

 

(長谷川 榮一 氏) 陳内さんがおっしゃる未来と，僕のは時間軸がだいぶ違うと思

うのですが。と申しますのは，この会の初回の大泉市長のご発言が私の心に強く刻

まれて，常に発想の原点になってます。僕はもう一度，皆さんにこれ申し上げた方

がいいと思っています。市長は 「函館市は幸いに多くの観光客に訪問いただいてい

る。これはこれで有難いことなのだが，このせいで市が抱える真の重たい病が見え

にくくなっているように思う。西部地区のように，細かく見ていけば，ガクッと寂

れていくエリアがどんどん増えていくのではないか。私が懸念しているのは，治安

の悪化。人口減とともに，空き家が増加すれば，火災・犯罪の温床になる。防ぐた

めの警察，消防隊も経費節減から縮小せざるを得なくなるだろう。待ったなしの取

り組みが必要で，しかし私は諦めるにはまだ早いと考えている。」とおっしゃった。 

これが市長の初回の冒頭発言で、市長から伺った時に，我々に重いボールが投げ

かけられたんだなと思いました。しかし，もっと厳しいこと言うと，この発言があ

った 2 年前から，世界はもっと悪い方向に行っていると思います。これらを私は、

いちいち指摘するつもりもないんですけども，国際ルールが壊れました。自由貿易

はほし死んでいます。それから，経済安全保障も大事なんですけども，自分の国の

中に多少コストが高くても，何%か持たなくちゃいけない，石油がそうですね。石油

の備蓄，みんな良かった，いい制度，我々も自分自身やりました。でもそのために

実は税金をいただいている。それから，今後を考えると，人口統計を取るたびに高

齢者が増えて，出生数が減っていっている。しかも，これからは現役が引退して，

１がゼロになるだけではなくて、中にはディメンシアが発生して、１がマイナス１

になるわけです。そういう中で，どのように我々の暮らしを守るか，そういう意味

での経済問題，これ本当に深刻になってると思います。函館だけの問題じゃ決して

ない。みんなの問題ですね。これがあって，私は色々言ってきたつもりですけども，

野村先生の言葉を借りれば関係人口，僕はビジター，どっちでもいいんですが，引

っ越し，転居というのはとっても重い判断です。ですから，まずは visit してくれ

と。visit には観光客という数日ないしは 1 週間の visit があり，先ほど野村先生

がおっしゃった数週間から1ヶ月があり，さらに数年単位のvisitは企業誘致です。 

この 3つに対する処方箋はそれぞれに違います。その 3つをその頭に入れてすべ

てを回す。これ市役所だけで背負ったって無理なんですよ。できない。市民の問題
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であり，主役の 1つは経済団体。経済団体との交流，率直に言ってこれまでよく見

えませんでした。しかし，知り合いが増えて，少しずつ輪が広がって，私はだんだ

んだんだん今，温度が上がっていると思います。ですから，仮にこのアドバイザー

会議が今後も続くのであれば，ぜひメンバーに，人数が限られるかもしれませんけ

ど，そういう方も入ってほしい。もちろん市議の先生方もできれば全員来てほしい

ぐらいです。アドバイザーだけの問題ではない。市民の代表は市議ですから，市の

中での会議体には市議会が有り、市民の会があるわけで、市を外の目線で語る役割

としてアドバイザーがある。だから，私の理解は，このアドバイザーには，あえて

市に今いらっしゃる方を入れていないのだと考えています。 

皆さんのおっしゃってることは大体一緒で，先ほども申し上げた 3種類のビジタ

ー。その方は実は納税もするのですね。そして誘致された企業は函館市内の職場を

増やす。そう考えた時にですね，企業誘致については，ちょっと議論が深まらなか

ったと僕は思っています。企業が誘致される時に何を考えるかと。伊藤さんいらっ

しゃいます。伊藤さん，大変貴重ないろんな視野を提供してくれたんですけど，も

う少し考えることがあると思っています。特に北海道，函館は，一次産業のこの宝

庫です。そして，それを加工して二次産業に近づける。水産が典型です。そういう

ような分野でどうするかについては，考えをもっと深めていただいたらいいんじゃ

ないかなと思っています。 

他方で，どうするかなのですが，函館の利点はいっぱいある。観光など出てきま

したが，その通りなんですけども，ちょっと思いつくことを言うとですね， 1 つは

ですね，夏は涼しい。もちろん冬は寒いですが，今，流行りのデータセンター，そ

こでの消費電力のかなりの割合が空調費なんです。国もですね，九州か北海道への

立地を勧めている，九州では電力エネルギーは余ってるという理由があるんですけ

ども。ですから，そういったデータセンターをもっと北海道に誘致できないか，こ

れはもちろん簡単ではないですけれども，電気の制約というのはますます強まりま

す。そういう意味から言うと，北海道全体で協力の余地もあるし，函館は本州への

送電線にも近いわけですから，手を挙げてもいいんだと思いますね。 

もう 1つは住居費です。皆さんの政府に対する「手取りを増やせ」を求める声は

すごいですね。手取りを増やすのに，一番すぐできる方法，東京から地方に引っ越

すことですね。アパートが一部屋 10 万円と言ってるワンルーム，それが地方に行

ったら，7万円か 5万円か。しかし，仮に 5万円だとすると，毎月 5万円，１年 60

万円，しかも，その 60 万円っていうのは，税引き後のお金なんですね。だから，地

方に職場ができれば，手取り増えるんですよ。そういう論議が国会ではされていな

い。残念なことです。 

だけど，それは我々が気が付けばいいだけの話だと思います。ただ、ここでも他

の町というライバルがいるわけです。北海道の中で，函館が、今、優位になってい

るのは水産，造船。しかも水産，造船とも，かつて盛んであったものが、一時期い

ろいろな理由で少し勢いが減ったかもしれませんけども，ここに来て，いろいろな

需要がいろいろな理由で強まっています。ですから，これもやはり市に作れと言う
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んじゃなくて，そういった関連の企業の方を誘う，マッチングさせる，そういった

ことがあると思います。 

いずれにしても大事なことは，今いる皆さんがそこで安定した，安定したって意

味は単に続くだけではなくて，所得も増える，お仕事が増えて，それを見た函館に

ご縁がある，あるいは函館がいいという人が函館に来て，とりあえず試しに来るの

だけれども，それがついにその本当の居住になり，そして家族が増えると，こうい

ったような道筋を踏み外してはいけないと思います。以上です。  

 

(丸谷 智保 氏) はい，私は北海道の拠点の企業なので，函館市に限らずですね。

こういう非常に難しい根深い問題って言ったらいいのか，根本的な問題抱えてる都

市，あるいはもっと言えば，村もたくさん見てます。人口 600 人の村にも店は保た

せてるし，1,000 人のところに店を出すとかっていうこともやってきております。 

私の使命っていうか伝えたいことは，悪い時っていうのは良い部分を探す。良い

時は悪い部分を探せばいいんですけど，悪い時っていうのは，みんなその悪い方を

見がちなんですけど，講演でもいつも話してるのは，悪い時こそですね，良い部分

を見て maintain をちゃんとしていく，継続させていく。そういう中に進行がある

んだ。つまり，今ある良いものを残して行く先に，伸びがある。興しより残しが先，

というふうに申し上げてるんですね。 

そうやって函館をもう一度見てみると，最初に申し上げた例えば造船ですね。こ

れは円安の中で，どこの会社もみんな苦労しているという中で，いやいやうち忙し

くてしょうがないんですと言ってたのが函館どつく社長ですよ。それから観光に関

しても，これはもう皆さんも自信を持っていると思いますけれども，まだまだ伸ば

す余地があるし，具体的な税収につなげる手法はいくらでもまだまだあるんじゃな

いかなというふうには思っています。 

函館市そのものを見ますと，良いものが溢れています。なので，時間軸の問題あ

りますよ，もちろん未来の話をするという話だったんだけれど，私，足元の話しか

してませんが。足元のいいものを，やはり伸ばしていくということは，非常に重要

なことで，その足元のいいものに対して自信を持っていくと，これは市長以下です

ね，市役所の皆さんの市民に対する大きな責務だと思うんですよね。こういう厳し

い時だからこそ，いいものがあるぞ，こういうのがこの先伸ばしていける。それに

よって財源で，例えばオーバーツーリズムに対しても，こうやって財源を生んで解

決していくんだ。だからみんなで協力して一致団結してやっていこうよ。こういう

方向性を出していくことは，行政としても重要な市民に対してのメッセージじゃな

いかなと思います。 

選ばれる街として言えば，もうすでに選ばれておりまして，人気は非常に高いん

ですね。だけど，人気の高い政治家で後援会にあまりお金がないって人いますけど，

別に市長のこと言ってるわけないですよ。そういう感じですね。人気が非常にある

んだけど，お金を落としてくれないんですよね，なかなかね。それで 1,000 万人泊

っていう泊数を掲げたのは，僕は正しいと思いますし，それに向かってやっぱりや
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っていくことだと思うんですね。 

その方法として色々ありますけども，やっぱり，さっきから言ってるように，北

海道の中で，非常に珍しい歴史と残された資源があって，これは道民だけじゃなく

て，本州から来た人たち，あるいは海外から来てもですね，非常に珍しい貴重な資

源ですけど，やっぱりこういったものを，トータルじゃなくていいんですけど，ご

案内する人がやっぱり少ないんだろうと。これはいろんな制度があって，ローカル

ガイドの制度ですとかですね，函館市にもそういう制度があるし，はこだて検定っ

て商工会議所でやってるものもあってですね，まあ，こういうものをもっと統一し

て，報酬をきちっと制度化してですね，シルバー人材センターじゃないですけども，

若干の報酬を市が払うような，そんな形で，ガイド育成から始められたらどうなん

だろうか。もちろん，外国人や富裕層をリードできるような人たちも，そういう中

から育っていくと，僕はもっといいと思いますけれども，足元のスタートは，やっ

ぱり資源を使い切れてないな，いいものたくさんあるぞというところから始まるん

じゃないかなと思います。 

食に関しても本当に恵まれてますよね。でも一方で B級ですね。ハセストのやき

とり弁当とかですね。ラッキーピエロとかですね。いっぱいあるんですよ。富裕層

の方々もですね，いいとこで食べてるとね，やっぱりなんかカツ丼食いたくなるん

だそうです。なのでこういうのもですね，発信してほしいですね。テレビで報道さ

れてますけれど，まだまだ十分知られてないと思うんで，そういうところからも始

められると思います。 

それから IR ですね。今，経済団体の中でも，色々議論して提案書を道庁に出す・

出さない，受け取る・受け取らないと色々やってますけども，これはファーストラ

ウンドの中で，大阪の次にということで，候補地，今道内で実際に名前が挙がって

るのは苫小牧と函館だけです。釧路はですね，決議はされてませんので，正式にこ

の名前が挙がっているという意味では，苫小牧と函館だけです。IR については，「所

詮，賭博場だろう」っていう人が，実は経済団体の中にもまだいるんですよね。そ

うじゃなくて，これは税収の上がる仕組みでもありますし，これは真剣に検討した

方がいいと思います。仮にその 1.0 ラウンドがダメだったとした時に，まだ 1.5，

2.0 っていうのがあるかもしれません。その時に大事なことは，外資を引っ張って

くると。地元に大きな投資資金がないのであれば，魅力を感じている外資がですね，

函館市に魅力を感じる，あるいは北海道にそういったIR施設を作ることについて，

魅力を感じて，何千億か出しても構わないってことが，結構オペレーターにおりま

すので，そういう外部資金をやっぱり導入するっていうのも，活性化の 1つの大き

なポイントかというふうに思います。 

長崎県はですね，IR では不採用となったんですけども，長崎市には 38 万人しか

いない町で，それほど大きな違いがないんですが，函館とそんなに違いはないんで

すけど，MICE の立派な施設が駅のすぐ目の前にあります。これはやっぱり新幹線を

誘致したからということもあると思います。それから，これはジャパネットがいる

からということもありますけれども，サッカースタジアムも立派なものが，駅のす
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ぐそばにあります。ところが，先だって札幌市で全国産婦人科学会があって，私な

ぜか産婦人科学会で講演を頼まれたんですけども，6,000 人の入る収容できる施設

がないんですよね。で，4 つの分科会場に分かれて，学会をしなきゃいけないと。

これが例えば，このくらいの規模 6,000 人とかですねの規模のものがもしあれば，

非常に大きな北海道自体が魅力でございますし，カジノが併設されなかったとして

もですね，函館であれば，非常にこう，こういう企画に，乗りやすい都市かなとい

うふうに思います。 

それから，教育に関してのお話も色々出ておりますけれども，1 つですね。最近

聞いた中で，行政の方，みんなご存知かと思いますけど，キッチハイクって言って

保育園留学っていうのがあります。子供さんと親御さんも一緒に来る短期留学です

ね。厚沢部町でやってますし，北海道で今 20 都市 20 町村ぐらい，手を挙げて受け

入れているところがあります。2週間ぐらいの短期留学なんですけれども，保育園，

幼稚園児を受け入れていると。親御さんも一緒に宿泊をして，2 週間，3 週間いる

と，これで 24 万円ぐらいなんですよね。かなり現実的なリーズナブルな価格で非

常に人気があって，多くの方を受け入れているそうです。まだバラバラと固まって

おりませんけれども，それぞれの小さな町や村においては，かなり流動性を高める

効果はもちろんあると思います。その効果のためにやるわけではないんですけども，

発想としても，現実としても，非常に北海道の自然とか，豊かな食とかですね，そ

ういったものを幼児期から教育していくということは本人の健康のためにも発育

のためにも，非常にいいのかなと。これこそ，函館市の広域で検討し得るいい材料

なんじゃないかなというふうに思います。以上です。 

意見交換（フリー） 

(陳内フェロー) ありがとうございます。悪い時，厳しい時には良いところを探すと

いう着眼点のお話からですね。各政策領域，強みである造船だとか，食，IR，教育

の話，歴史の話，先ほど他のアドバイザーの皆様がお話ししたこともうまく取り入

れながらお話しいただきました。ありがとうございます。 

あと，大泉市長に最後に皆様の意見を受けてどう思われたかというのを，１０分

ぐらいのお話を最後にいただこうと思うんですが，その前に少し時間が７，８分あ

るので，クロストークなど，アドバイザーの皆様の意見について，何かご質問，ご

意見，言い足りなかったからこれ申し上げたいということがあれば，全員のご発言

の機会はないんですけど，もしよかったらどなた様でもお話しいただければと思い

ます。 

それでは，長谷川さんお願いします。  

 

(長谷川 榮一 氏) 市長にお伺いします。最初の会議でご発言された人口減少が進

んだ近未来の話だと思うんですけれども，認識は厳しいというご発言。これは市議

会でもご答弁とかご発言されているのかということと，市議の先生方のそういうご
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発言に対する反応はどんな反応なんですか。  

 

(大泉市長) 議会での答弁で，あそこまで厳しい表現をしたことはないと思います。

ただ，アドバイザー意見交換会でもお話をさせていただきましたし，それから，講

演をさせていただくような機会には，しばしば，ああいう話をしています。議会の

皆さんの反応という意味では，直接にないかもしれませんね。ただ，もちろんです

ね，消滅可能性自治体に函館市は二度ともなっていますので，そのことに対する大

きな危機感は，議員の皆さんほし全員と共有しているかなと思っています。 

 

(長谷川 榮一 氏) ありがとうございました。 

 

(野村 修也 氏) よろしいですか。 

 

(陳内フェロー) 野村さんお願いします。 

 

(野村 修也 氏) 今日欠席なので，私，最初に隈研吾さんが発言されたのを，ずっ

と気にかけていまして，それは函館港やっぱりショボいよねという，なんかそうい

う話だったと思うんです。ウォーターフロントの部分をもっと再開発できるように

して魅力あるものにすればバルセロナみたいな街ができるんじゃないかって。確か

そういうことを発言されたような気がするんです。 

で，私は今日，ずっとその港を歩いてきまして，摩周丸も久しぶりに乗ってみま

したし，それから，あの豪華客船もちょっと横から写真撮ったりとかしてきました

けど，ちょっと疲れたなと思って，お茶でも飲もうかなと思っても，なかなか何も

どこにもないという，そういう状況です。 

だから，若い人たちがそこでちょっとワイングラスかなんかを傾けながら，豪華

客船見て，綺麗だねとか言ってるような場所があってもいいんじゃないかなと思い

ます。民間の話なので市が旗振ってもということはあるかもしれませんが，何か誘

致なり若干の補助とか，規制の緩和とか，そういうようなものがもしあれば，あの

エリアはもっと魅力的な場所になるでしょうし，若い人たちが遊びに来るというと

ころにもなるかなという気がします。 

私が子供の頃の函館よりも函館っていうのはものすごく広くなっていて，ここに

来たことのない函館の市民の人たちもいるんだと思うんですよね。ですから，同じ

函館市なので，この港のところにみんながちょっとドライブして遊びに来るよねっ

ていうような感じの拠点をですね，できるだけ作って，市民として一体感を持てる

ようなものを工夫していただくのがいいんじゃないかなと思います。  

 

(陳内フェロー) ありがとうございます。その他にもしご意見やお話ししたいことが

ある方，いらっしゃれば。よろしいでしょうか。それではですね，アドバイザーの
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皆さん，函館愛が溢れる方々の忌憚ないご意見を本当にいただいたところです。 

今日お集まりの函館市の幹部の皆様は，日々，函館の政策作られてるんですが，

やっぱり外部の視点ですね，なかなか中にいらっしゃっただけでは伝わらない，分

からないことというのは，こういう場を通じてですね，忌憚ない意見交換という場

ができたことは本当に良かったんじゃないかというふうに思います。ありがとうご

ざいます。 

大泉市長，残りの時間で，皆様方のアドバイスを受けてどう思われてるかという

ようなことを率直にお願いします。 

 

振り返り・閉会 

(大泉市長) 大変貴重なご意見をいただきました。心から感謝を申し上げたいという

ふうに思います。 

その中で１つちょっと原点に立ち戻ったご指摘もありましたので，少しだけ申し

上げるとですね，人口減少は，全国どこでも起きていることですのでね，これは止

められないものなんですが，それでもこだわらなきゃならない理由が２つありまし

て，消滅可能性都市に入ってしまっている。黙っていると消滅するのかもしれませ

んが，消滅していい街ですかって言うとですね，例えば，アメリカと中国の貿易ラ

インの最短距離は津軽海峡を通るそうですね。そういうところに面していて，3,000

メートルの空港も持っていて，それから古くからの港もある。それから函館どつく

という造船の機能もあって，陸上自衛隊や海上自衛隊もある。そして医療もそれな

りの機能が揃ってるというところであれば，これは消滅していいわけがない。全部

それらの機能を公務員で賄うわけにもいかない。つまりしっかりと民生を充実させ

て，そうした重要な機能を担わなければならない。 

そういう任務というか，役割があると思うんですね。どんなに人口が減少して，

東京一極集中が進んだとしても，首都圏だけが残ってっていうのでは，今のこのリ

ダンダンスやレジリエンスを考えた時に，あり得ない選択だと思います。 

国家機能を担う， 「極」があるべきだと思うんですね。多極分散して，国家が担う

べき機能を果たしていくというのが，これからの当然のあり方だろうと思いますし，

その中で函館は造船や港湾といった物流を担うところでもありますし，また観光と

か文化 ・スポーツなど，そういうソフトパワーも大事な国の働きだと思うんですね。

それも十分に私ども担える，そういう街だと思っています。そのためにも消滅する

わけにはいかない。だから急激過ぎる人口減少を大いに警戒をしているところで，

これが１つ目。 

もう１つは至極単純で，私の仕事は市民を幸福にすること。不幸な市民を１人で

も減らすことなんですよね。今，この右肩上がりだった時代から，人口が減少する

時代に入って，幸福な市民をより増やす，逆に言えば苦しむ市民を減らす，最も障

害になるのがこの人口の急減なんですよね。先ほど長谷川先生から言っていただい
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たように，経済が縮小して貧困が広がる，貧困そのものが悪いということではあり

ませんが，そのことによって例えば非行が増えていくこともあるでしょうし，犯罪

が増えていくこともあるかもしれない。治安の問題が出てくる。こうなれば，苦し

む人がどんどん増えてくる。これを止めたいという意識で，人口，人口と騒いでる

んです。 

今日，いろんなお話をいただいて，総じて共通している部分としては，負のスパ

イラルに入ってるこの人口の減少を戻すというか，逆回転させるきっかけ作りとい

うのは，非常に難しいということを前提に皆さんお話しにされてたかなと思うんで

す。 えにわとりたまごとという言葉だったり，二律背反という言葉だったり，そうい

う状態に陥ってしまうと，何か突破口が必要です。例えば，サンフランシスコやシ

ンガポールからの航空路がもし来れば，それを突破口にして，富裕層向けのホテル

やコンテンツというふうに広がっていく。負のスパイラルが逆に回り始めることで

しょう。 

もしここに広大な土地があって大きな企業を誘致できる，港の国際便があって非

常に優位性が高いとなると，攻め方はたくさんあると思うんです。ただ今それがな

い中で，当面突破口にできるのは，うちは観光なんですね。まずは観光を突破口に

して，足元の経済の活性化を図って雇用を増やしていきたいと思っています。 

しかし観光もですね，行き過ぎるとどうなのかという，そういう指摘もあったか

と思います。今 1,000 万人泊と言ってるのは，勢いよく伸ばしていこうという意味

の目標でもあるんですが，一方で，そこ辺りがＭＡＸではないのか，それ以上急激

に増えてしまっても，街としていろんな歪みが出てくるでしょう。例えば住んでる

方の家賃が上がり過ぎてしまって暮らせなくなってしまうことが世界中の観光地

で起きている。今，1 つの仮説として 2033 年度宿泊倍増，1000 万人泊を持続可能

な上限に設定しながら，その達成を目指し取り組んでいきたいと思ってるところで

あります。 

そうやって観光を伸ばして，少しずつ雇用を拡大していく間にですね，なんとか

visit，中期  的な滞在），そして企業誘致の種をしっかりと蒔いていく。結局仕事

が全てです。新しい価値を生み出す，そこが全てだと思いますので，様々知恵を出

していく。それも市役所の職員だけではなく，外部の人材，外部の団体，そのネッ

トワークを活用しながら，ますます努力を重ねていきたいと思いますので，今後と

も指導いただければと思います。今日はありがとうございます。  

 

(陳内フェロー) ありがとうございます。それでは佐藤副市長にマイクをお返ししま

す。 

 

(佐藤副市長) 長時間にわたりありがとうございました。それでは皆様，以上をもち

まして，函館市政策アドバイザー意見交換会を終了させていただきます。ありがと

うございました。 


